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吉
田
松
陰
『
涙
松
集
』
の
「
吉
備
宮
」
歌
解
釈
考

─
　今
の
世
は
君
の
誘
子
そ
い
と
お
ふ
み
た
ふ
れ
き
た
め
て
く
し
の
み
を
と
り
　─

小

　
　野

　
　美

　
　典

キ
ー
ワ
ー
ド
：
吉
備
津
神
社
、
吉
備
真
備
、
孔
子
、
松
陰
と
儒
学

一
　
は
じ
め
に

『
涙
松
集
』
は
、
吉
田
松
陰
の
最
後
の
上
京
の
際
の
旅
中
詠
を
、
日
次
の
順
に
配
列
し
た
歌
集
で
あ
る
。

幕
府
は
、
安
政
の
大
獄
に
際
し
て
梅
田
雲
浜
と
の
関
係
か
ら
松
陰
の
事
情
聴
取
を
必
要
と
考
え
、
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
四
月
、

長
州
藩
に
松
陰
の
江
戸
送
致
を
命
じ
る
。
罪
人
扱
い
の
松
陰
は
、
役
人
ら
三
十
数
名
が
同
行
す
る
中
、
錠
前
付
き
の
檻
輿
の
中
に
腰

縄
も
し
く
は
手
鎖
の
状
態
で
置
か
れ
て
護
送
さ
れ
る
。
一
行
は
、
同
年
五
月
二
十
五
日
に
長
州
萩
城
下
を
出
発
し
て
、
郊
外
の
涙
松

の
ほ
と
り
で
小
休
止
。
こ
こ
で
松
陰
は
『
涙
松
集
』
の
一
番
「
涙
松
」
歌
を
詠
ん
だ
。
こ
れ
以
降
、
山
陽
道
・
東
海
道
を
東
上
、
六

月
二
十
四
日
に
江
戸
桜
田
の
長
州
藩
邸
に
到
着
。
そ
れ
ま
で
の
旅
中
に
松
陰
は
十
八
首
を
詠
じ
、
江
戸
到
着
後
も
二
首
を
詠
作
。
七

月
九
日
に
評
定
所
か
ら
の
呼
び
出
し
が
あ
り
、
以
降
は
伝
馬
町
の
獄
舎
で
尋
問
を
受
け
、
同
年
十
月
二
十
七
日
、
獄
内
で
処
刑
さ
れ

一
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た
。
享
年
三
十
歳
で
あ
る
。

如
上
の
よ
う
に
、
松
陰
の
上
京
の
旅
中
と
江
戸
到
着
後
に
、
計
二
十
首
の
歌
が
詠
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
を
収
載
し
た
の
が

『
涙
松
集
』
で
あ
る
。
檻
送
と
い
う
特
殊
な
状
況
下
で
、
紙
筆
を
持
つ
こ
と
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
め
、
こ
れ
ら
の
和
歌
は
松
陰
が
口

授
し
た
も
の
を
檻
の
傍
ら
の
藩
士
（
片
野
十
郎
ら
）
が
筆
記
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
十
首
を
も
と
に
、
和
歌
本
文
や
詞
書
が

添
削
・
改
変
さ
れ
、
さ
ら
に
歌
が
増
補
さ
れ
て
『
涙
松
集
』
諸
本
が
成
立
し
た
。
最
も
歌
数
が
多
い
の
は
、
本
来
の
歌
数
の
倍
に
あ

た
る
四
十
首
を
収
載
す
る
流
布
本
で
あ
る
。
そ
れ
ら
諸
本
の
成
立
を
め
ぐ
る
問
題
と
編
纂
目
的
等
に
関
し
て
は
、
旧
稿
（
１
）な

ら
び
に
別

稿
（
２
）で

詳
述
し
た
。
本
章
冒
頭
に
記
し
た
松
陰
護
送
の
旅
の
詳
細
も
含
め
て
旧
稿
・
別
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

そ
れ
ら
の
論
考
で
触
れ
得
な
か
っ
た
問
題
に
、
12
番
「
吉
備
宮
」
歌
の
解
釈
と
そ
の
削
除
を
め
ぐ
る
問
題
が
あ
る
。

12
番
歌
は
、『
涙
松
集
』
の
核
を
な
す
旅
中
詠
の
一
首
で
、
松
陰
の
心
情
が
吐
露
さ
れ
た
重
要
な
歌
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
の
歌
は
流
布
本
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。
先
行
研
究
で
は
、
当
該
歌
は
非
常
に
難
解
な
歌
と
し
て
試
解
が
提
示
さ
れ
る
の
み
で
あ

り
、
ま
た
部
分
的
な
語
句
に
関
し
て
も
解
釈
に
大
き
な
揺
れ
が
あ
る
。
こ
の
歌
意
が
掴
み
に
く
い
（
難
解
な
歌
）
と
い
う
こ
と
が
削

除
の
大
き
な
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
が
、
松
陰
詠
を
そ
の
ま
ま
筆
写
し
た
と
さ
れ
る
原
本
（
３
）に

施
さ
れ
た
添
削
や
そ
れ
を
踏
ま
え
た

他
の
写
本
、
ま
た
同
時
期
の
松
陰
の
著
作
、
思
想
的
状
況
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
す
る
と
、
あ
る
一
定
の
解
釈
が
可
能
な
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
解
釈
の
一
致
を
見
な
か
っ
た
12
番
歌
に
関
し
て
、
そ
れ
ら
諸
説
を
ま
ず
整
理
し
、
先
学
が
利
用
し

な
か
っ
た
諸
資
料
を
援
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
段
階
で
最
も
妥
当
と
思
わ
れ
る
解
釈
試
案
を
提
示
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

二
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た
。
享
年
三
十
歳
で
あ
る
。

如
上
の
よ
う
に
、
松
陰
の
上
京
の
旅
中
と
江
戸
到
着
後
に
、
計
二
十
首
の
歌
が
詠
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
を
収
載
し
た
の
が

『
涙
松
集
』
で
あ
る
。
檻
送
と
い
う
特
殊
な
状
況
下
で
、
紙
筆
を
持
つ
こ
と
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
め
、
こ
れ
ら
の
和
歌
は
松
陰
が
口

授
し
た
も
の
を
檻
の
傍
ら
の
藩
士
（
片
野
十
郎
ら
）
が
筆
記
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
十
首
を
も
と
に
、
和
歌
本
文
や
詞
書
が

添
削
・
改
変
さ
れ
、
さ
ら
に
歌
が
増
補
さ
れ
て
『
涙
松
集
』
諸
本
が
成
立
し
た
。
最
も
歌
数
が
多
い
の
は
、
本
来
の
歌
数
の
倍
に
あ

た
る
四
十
首
を
収
載
す
る
流
布
本
で
あ
る
。
そ
れ
ら
諸
本
の
成
立
を
め
ぐ
る
問
題
と
編
纂
目
的
等
に
関
し
て
は
、
旧
稿
（
１
）な

ら
び
に
別

稿
（
２
）で

詳
述
し
た
。
本
章
冒
頭
に
記
し
た
松
陰
護
送
の
旅
の
詳
細
も
含
め
て
旧
稿
・
別
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

そ
れ
ら
の
論
考
で
触
れ
得
な
か
っ
た
問
題
に
、
12
番
「
吉
備
宮
」
歌
の
解
釈
と
そ
の
削
除
を
め
ぐ
る
問
題
が
あ
る
。

12
番
歌
は
、『
涙
松
集
』
の
核
を
な
す
旅
中
詠
の
一
首
で
、
松
陰
の
心
情
が
吐
露
さ
れ
た
重
要
な
歌
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
の
歌
は
流
布
本
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。
先
行
研
究
で
は
、
当
該
歌
は
非
常
に
難
解
な
歌
と
し
て
試
解
が
提
示
さ
れ
る
の
み
で
あ

り
、
ま
た
部
分
的
な
語
句
に
関
し
て
も
解
釈
に
大
き
な
揺
れ
が
あ
る
。
こ
の
歌
意
が
掴
み
に
く
い
（
難
解
な
歌
）
と
い
う
こ
と
が
削

除
の
大
き
な
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
が
、
松
陰
詠
を
そ
の
ま
ま
筆
写
し
た
と
さ
れ
る
原
本
（
３
）に

施
さ
れ
た
添
削
や
そ
れ
を
踏
ま
え
た

他
の
写
本
、
ま
た
同
時
期
の
松
陰
の
著
作
、
思
想
的
状
況
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
す
る
と
、
あ
る
一
定
の
解
釈
が
可
能
な
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
解
釈
の
一
致
を
見
な
か
っ
た
12
番
歌
に
関
し
て
、
そ
れ
ら
諸
説
を
ま
ず
整
理
し
、
先
学
が
利
用
し

な
か
っ
た
諸
資
料
を
援
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
段
階
で
最
も
妥
当
と
思
わ
れ
る
解
釈
試
案
を
提
示
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

二
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二
　
12
番
歌
を
め
ぐ
る
先
行
研
究
と
問
題
点

ま
ず
、
松
陰
本
所
収
の
12
番
歌
を
、
前
後
数
首
と
と
も
に
挙
げ
る
（
４
）。

広
島
に
て
駕
籠
の
戸
を
明
よ
と
警
固
の
人
に
頼
む
と
て

10
世
の
中
に
思
ひ
の
あ
ら
ぬ
身
な
か
ら
も
な
をほ

見
ま
ほ
し
き
広
島
の
城�

　
同
（
廿
九
日
）

備
前
路国

に
て

11
郭
公
ま
れ
に
な
り
行
く
夕
く
れ
に
雨
なた

らに

な
く
は
聞
さ
ら
ま
し
を�

六
月
五
日

吉
備
宮

12
今
の
世
は
君
の
誘イ

サ
ゴ子

そ
い
と
お
ふほ

み
た
ふ
れ
き
た
め
て
く
し
の
み
を
と
り�

　
同

淡
路
島

13
別
れ
て
は
ふ
た
ゝ
ひ
淡
路
島
そ
と
は
知
ら
て
や
人
の
あ
た
に
過
ら
ん�

　
　
八
日

五
月
二
十
五
日
に
萩
を
立
っ
た
一
行
は
、
二
十
八
日
に
周
防
国
の
国
境
小
瀬
川
を
渡
り
、
安
芸
国
に
入
る
。
松
陰
は
二
十
九
日
に

厳
島
（
９
番
）
と
広
島
城
（
10
番
）
の
歌
を
詠
み
、
し
ば
ら
く
詠
歌
が
な
い
ま
ま
六
月
五
日
に
な
っ
て
詠
ん
だ
の
が
、
11
番
歌
・
12

番
歌
で
あ
る
。

11
番
歌
の
詞
書
は
、
本
来
の
松
陰
詠
で
は
「
備
前
路
」
で
あ
っ
た
が
、
松
陰
没
後
に
後
人
（
５
）の

手
で
「
備
前
国
に
て
」
と
改
変
さ
れ

て
い
る
。

さ
て
、
続
く
12
番
「
吉
備
宮
」
歌
が
流
布
本
に
お
い
て
削
除
さ
れ
た
歌
で
あ
る
。

三
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本
歌
は
、
非
常
に
難
解
な
歌
と
し
て
、
先
学
の
間
で
も
解
釈
に
揺
れ
の
見
ら
れ
る
歌
で
あ
る
。
先
行
研
究
を
以
下
に
挙
げ
る
（
傍

線
部
は
稿
者
。
以
下
同
断
）。

《
Ａ
》　
福
本
義
亮
・
昭
和
12
年
（
６
）

�

吉
備
宮
は
①
備
後
国
真
金
村
一
宮
吉
備
津
神
社
、
官
幣
中
社
、
祭
神
は
吉
備
津
彦
命
、
四
道
将
軍
の
一
、
崇
神
天
皇
の
十
年
に
創

建
せ
ら
る
、
然
し
松
陰
先
生
の
此
歌
は
恐
ら
く
吉
備
真
備
を
指
さ
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
、
真
備
は
入
唐
留
学
帰
朝
の
後
、
大
臣
帝

師
と
な
り
、
和
気
清
麿
と
時
を
同
ふ
し
て
朝
に
立
つ
て
居
た
、
清
麿
の
遭
難
に
際
し
道
鏡
の
圧
迫
を
蒙
り
遂
に
一
語
半
句
も
彼
が

救
済
に
言
及
せ
ざ
り
し
は
実
に
千
歳
の
遺
憾
と
す
る
所
で
あ
る
。
　
○
此
歌
の
大
意
を
察
す
る
に
「
今
の
世
（
当
世
に
は
）
は
君

（
真
備
）
の
同
類
が
②
多
き
こ
と
故
に
、
兇
頑
（
道
鏡
を
さ
し
つ
ゝ
広
く
奸
臣
を
諷
す
）
を
膺
懲
す
る
に
当
つ
て
、
③
徒
に
孔
子
の
学

（
支
那
流
と
い
ふ
の
意
）
を
尊
重
し
て
清
磨
の
正
気
を
助
く
る
こ
と
な
か
り
し
は
、
国
体
擁
護
の
日
本
精
神
に
悖
り
た
る
も
の
で
あ

つ
て
実
に
遺
憾
な
り
と
さ
れ
た
る
も
の
な
る
べ
し
　
○
「
誘
子
」（
イ
ザ
ゴ
）
誘
ふ
子
、
即
ち
同
類
又
は
弟
子
の
意
　
○
「
い
と
お

ほ
み
」
い
と
多
き
こ
と
故
　
○
「
た
ふ
れ
」
兇
頑
又
は
頑
迷
狂
人
の
意
　
○
「
き
た
め
」
罪
す
る
又
は
糺
す
、
膺
懲
す
る
こ
と
　

○
「
く
し
」
孔
子
の
称
で
あ
つ
て
、
④
此
句
は
孔
子
の
実
を
と
る
の
で
あ
つ
て
、
転
じ
て
漢
籍
に
か
ぶ
れ
る
即
ち
支
那
人
流
と
な

つ
て
真
の
日
本
精
神
な
し
と
諷
し
た
る
も
の
な
ら
ん
か
　
○
此
の
歌
は
流
布
本
に
は
な
い
、
松
陰
全
集
に
よ
る
、
⑤
難
解
の
も
の

な
れ
ば
敢
て
識
者
の
教
を
請
ふ
。

・
　
　
　
　
　
・

《
Ｂ
》　
普
及
版
全
集
の
頭
注
・
昭
和
14
年
（
７
）

君
の
誘
子
：
君
と
は
祭
神
の
子
孫
な
る
儒
学
者
吉
備
真
備
を
さ
せ
る
な
ら
ん

四
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本
歌
は
、
非
常
に
難
解
な
歌
と
し
て
、
先
学
の
間
で
も
解
釈
に
揺
れ
の
見
ら
れ
る
歌
で
あ
る
。
先
行
研
究
を
以
下
に
挙
げ
る
（
傍

線
部
は
稿
者
。
以
下
同
断
）。

《
Ａ
》　
福
本
義
亮
・
昭
和
12
年
（
６
）

�

吉
備
宮
は
①
備
後
国
真
金
村
一
宮
吉
備
津
神
社
、
官
幣
中
社
、
祭
神
は
吉
備
津
彦
命
、
四
道
将
軍
の
一
、
崇
神
天
皇
の
十
年
に
創

建
せ
ら
る
、
然
し
松
陰
先
生
の
此
歌
は
恐
ら
く
吉
備
真
備
を
指
さ
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
、
真
備
は
入
唐
留
学
帰
朝
の
後
、
大
臣
帝

師
と
な
り
、
和
気
清
麿
と
時
を
同
ふ
し
て
朝
に
立
つ
て
居
た
、
清
麿
の
遭
難
に
際
し
道
鏡
の
圧
迫
を
蒙
り
遂
に
一
語
半
句
も
彼
が

救
済
に
言
及
せ
ざ
り
し
は
実
に
千
歳
の
遺
憾
と
す
る
所
で
あ
る
。
　
○
此
歌
の
大
意
を
察
す
る
に
「
今
の
世
（
当
世
に
は
）
は
君

（
真
備
）
の
同
類
が
②
多
き
こ
と
故
に
、
兇
頑
（
道
鏡
を
さ
し
つ
ゝ
広
く
奸
臣
を
諷
す
）
を
膺
懲
す
る
に
当
つ
て
、
③
徒
に
孔
子
の
学

（
支
那
流
と
い
ふ
の
意
）
を
尊
重
し
て
清
磨
の
正
気
を
助
く
る
こ
と
な
か
り
し
は
、
国
体
擁
護
の
日
本
精
神
に
悖
り
た
る
も
の
で
あ

つ
て
実
に
遺
憾
な
り
と
さ
れ
た
る
も
の
な
る
べ
し
　
○
「
誘
子
」（
イ
ザ
ゴ
）
誘
ふ
子
、
即
ち
同
類
又
は
弟
子
の
意
　
○
「
い
と
お

ほ
み
」
い
と
多
き
こ
と
故
　
○
「
た
ふ
れ
」
兇
頑
又
は
頑
迷
狂
人
の
意
　
○
「
き
た
め
」
罪
す
る
又
は
糺
す
、
膺
懲
す
る
こ
と
　

○
「
く
し
」
孔
子
の
称
で
あ
つ
て
、
④
此
句
は
孔
子
の
実
を
と
る
の
で
あ
つ
て
、
転
じ
て
漢
籍
に
か
ぶ
れ
る
即
ち
支
那
人
流
と
な

つ
て
真
の
日
本
精
神
な
し
と
諷
し
た
る
も
の
な
ら
ん
か
　
○
此
の
歌
は
流
布
本
に
は
な
い
、
松
陰
全
集
に
よ
る
、
⑤
難
解
の
も
の

な
れ
ば
敢
て
識
者
の
教
を
請
ふ
。

・
　
　
　
　
　
・

《
Ｂ
》　
普
及
版
全
集
の
頭
注
・
昭
和
14
年
（
７
）

君
の
誘
子
：
君
と
は
祭
神
の
子
孫
な
る
儒
学
者
吉
備
真
備
を
さ
せ
る
な
ら
ん

四
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た
ふ
れ
き
た
め
：
た
ふ
れ
は
狂
人
又
は
頑
冥
人
、
き
た
む
は
罪
を
鞠
し
た
だ
す
こ
と

く
し
：
孔
子
の
こ
と
。
⑥
儒
教
精
神
の
真
髄
を
と
ら
ん
こ
と
を
力
説
せ
る
な
ら
ん

・
　
　
　
　
　
・

《
Ｃ
》　
大
衆
版
全
集
の
頭
注
・
昭
和
48
年
（
８
）

吉
備
宮
：
⑦
岡
山
県
吉
備
郡
高
松
町
吉
備
津
に
あ
る
吉
備
津
神
社
。
吉
備
津
彦
命
を
祭
る
。

君
：
君
と
は
祭
神
の
子
孫
と
い
わ
れ
る
吉
備
真
備
の
こ
と
か
。

た
ふ
れ
き
た
め
：
た
ふ
れ
は
狂
人
、
頑
迷
な
人
。
き
た
む
は
罪
を
し
ら
べ
た
だ
す
こ
と
。

く
し
：
孔
子
の
こ
と
。
⑧
儒
教
精
神
の
真
髄
を
と
る
べ
き
こ
と
を
力
説
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

・
　
　
　
　
　
・

《
Ｄ
》　
山
中
鉄
三
論
文
・
昭
和
56
年
（
９
）

�

不
分
明
な
歌
だ
が
、「
君
の
誘
子
」
は
吉
備
津
彦
の
鬼
退
治
の
話
を
頭
に
浮
か
べ
、
当
世
は
鬼
が
⑨
多
い
の
で
頑
迷
な
奴
ら
を
こ

ら
し
め
る
た
め
祈
っ
て
籤
だ
け
を
取
っ
た
こ
と
だ
、
ぐ
ら
い
に
解
し
て
お
く
。

こ
れ
ら
先
行
論
に
つ
い
て
、
若
干
補
足
し
て
お
く
。

傍
線
部
①
に
「
備
後
国
」
と
あ
る
が
、「
備
中
国
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。《
Ｃ
》
の
大
衆
版
全
集
頭
注
の
傍
線
部
⑦
「
岡
山
県
吉
備

郡
高
松
町
吉
備
津
に
あ
る
吉
備
津
神
社
」
が
正
し
い
（
現
在
、
高
松
町
は
岡
山
市
に
編
入
）。
松
陰
が
12
番
歌
で
詠
ん
だ
「
吉
備
宮
」
が

ど
の
神
社
を
詠
じ
た
も
の
か
は
、
後
の
考
察
に
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
く
る
の
で
、
以
下
慎
重
に
考
察
し
て
お
く
。

12
番
歌
の
詞
書
「
吉
備
宮
」
は
、
備
中
国
一
宮
「
吉
備
津
神
社
」
と
考
え
ら
れ
る
。
備
後
国
一
宮
も
同
名
の
「
吉
備
津
神
社
」

五
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（
当
地
で
は
「
一い
っ

宮き
ゅ
う

さ
ん
」
と
俗
称
さ
れ
る
と
い
う
）
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
、
平
成
の
大
合
併
で
福
山
市
に
編
入
す
る
以
前
は
、
広
島

県
芦
品
郡
新
市
町
宮
内
と
呼
ば
れ
た
地
に
鎮
座
し
て
い
た
。
現
在
の
地
名
表
示
で
は
福
山
市
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
同
市
の
か
な

り
北
部
に
所
在
す
る
神
社
で
、
当
時
の
山
陽
道
（
西
国
街
道
）
か
ら
は
外
れ
た
地
で
あ
る
。

松
陰
の
護
送
の
旅
（『
涙
松
集
』
の
旅
）
に
は
詳
細
な
記
録
が
残
っ
て
い
る
（
10
）が

、
宿
泊
地
・
休
憩
地
等
の
記
載
は
見
当
た
ら
な
い
。

前
掲
の
10
番
歌
「
広
島
に
て
駕
籠
の
戸
を
明
よ
と
警
固
の
人
に
頼
む
と
て
」
が
広
島
城
を
詠
み
、
11
番
歌
「
備
前
路
」
で
山
陽
道
を

備
前
国
に
向
か
う
道
へ
と
入
っ
た
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
の
で
、
位
置
的
に
は
備
後
国
一
宮
を
詠
ん
だ
可
能
性
も
な
い
と
は
言
え
な
い
。

し
か
し
、
松
陰
の
旅
は
「
中
国
路
山
崎
路
共
陸
路
通
行
之
事
（
11
）」

な
ど
と
細
か
く
規
定
さ
れ
て
お
り
、
指
定
さ
れ
た
中
国
路
（
西
国
街

道
・
山
陽
道
）
を
外
れ
て
備
後
国
一
宮
を
参
拝
（
或
い
は
社
前
通
過
）
す
る
こ
と
は
ま
ず
あ
り
え
な
い
。
護
送
の
役
人
の
伏
見
か
ら
の

報
告
に
も
「
吉
田
寅
次
郎
事
去
月
廿
五
日
御
地
出
立
後
中
国
路
都
合
日
積
之
通
一
連
一
同
罷
登
播
州
正
条
川
ニ
而
一
日
川
留
有
レ

之

其
外
聊
無
二

故
障
一

今
夕
伏
見
之
駅
到
着
（
12
）」

と
あ
り
、
中
国
路
は
予
定
通
り
の
通
過
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
よ
っ
て
、
詞
書
の

「
吉
備
宮
」
は
、
備
後
国
の
吉
備
津
神
社
で
は
な
い
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

な
お
、《
Ａ
》
の
福
本
自
身
も
傍
線
部
①
の
後
に
「
真
金
村
」
と
記
し
て
お
り
、
当
該
村
名
は
現
在
の
吉
備
津
神
社
（
備
中
国
一

宮
）
の
鎮
座
地
（
岡
山
市
北
区
吉
備
津
）
の
旧
地
名
で
あ
り
、
傍
線
部
①
は
誤
植
な
い
し
は
思
い
違
い
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
備
前
国
一
宮
と
し
て
「
吉
備
津
彦
神
社
」
が
存
在
す
る
。
当
社
は
、
備
中
国
一
宮
の
吉
備
津
神
社
か
ら
一
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
離
れ
て
い
る
だ
け
で
、
歌
枕
と
し
て
著
名
な
吉
備
の
中
山
を
間
に
挟
ん
で
、
北
東
麓
が
吉
備
津
彦
神
社
、
北
西
麓
が
吉
備

津
神
社
で
あ
る
（
13
）。

こ
の
吉
備
津
彦
神
社
は
、
江
戸
時
代
に
は
岡
山
藩
主
池
田
家
の
尊
崇
を
受
け
、
広
大
な
敷
地
と
社
殿
を
誇
っ
て
い

た
が
、
昭
和
五
年
十
二
月
の
失
火
で
社
殿
・
宝
物
の
多
く
を
焼
失
し
た
。
祭
神
も
吉
備
津
彦
命
を
は
じ
め
吉
備
津
神
社
と
同
一
で
あ

る
。
明
治
二
年
冬
の
備
中
へ
の
旅
を
記
し
た
、
成
島
柳
北
の
『
航
薇
日
記
（
14
）』

に
は
、「
備
前
備
後
み
な
吉
備
の
宮
あ
れ
共
此
備
中
の

六
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（
当
地
で
は
「
一い
っ

宮き
ゅ
う

さ
ん
」
と
俗
称
さ
れ
る
と
い
う
）
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
、
平
成
の
大
合
併
で
福
山
市
に
編
入
す
る
以
前
は
、
広
島

県
芦
品
郡
新
市
町
宮
内
と
呼
ば
れ
た
地
に
鎮
座
し
て
い
た
。
現
在
の
地
名
表
示
で
は
福
山
市
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
同
市
の
か
な

り
北
部
に
所
在
す
る
神
社
で
、
当
時
の
山
陽
道
（
西
国
街
道
）
か
ら
は
外
れ
た
地
で
あ
る
。

松
陰
の
護
送
の
旅
（『
涙
松
集
』
の
旅
）
に
は
詳
細
な
記
録
が
残
っ
て
い
る
（
10
）が

、
宿
泊
地
・
休
憩
地
等
の
記
載
は
見
当
た
ら
な
い
。

前
掲
の
10
番
歌
「
広
島
に
て
駕
籠
の
戸
を
明
よ
と
警
固
の
人
に
頼
む
と
て
」
が
広
島
城
を
詠
み
、
11
番
歌
「
備
前
路
」
で
山
陽
道
を

備
前
国
に
向
か
う
道
へ
と
入
っ
た
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
の
で
、
位
置
的
に
は
備
後
国
一
宮
を
詠
ん
だ
可
能
性
も
な
い
と
は
言
え
な
い
。

し
か
し
、
松
陰
の
旅
は
「
中
国
路
山
崎
路
共
陸
路
通
行
之
事
（
11
）」

な
ど
と
細
か
く
規
定
さ
れ
て
お
り
、
指
定
さ
れ
た
中
国
路
（
西
国
街

道
・
山
陽
道
）
を
外
れ
て
備
後
国
一
宮
を
参
拝
（
或
い
は
社
前
通
過
）
す
る
こ
と
は
ま
ず
あ
り
え
な
い
。
護
送
の
役
人
の
伏
見
か
ら
の

報
告
に
も
「
吉
田
寅
次
郎
事
去
月
廿
五
日
御
地
出
立
後
中
国
路
都
合
日
積
之
通
一
連
一
同
罷
登
播
州
正
条
川
ニ
而
一
日
川
留
有
レ

之

其
外
聊
無
二

故
障
一

今
夕
伏
見
之
駅
到
着
（
12
）」

と
あ
り
、
中
国
路
は
予
定
通
り
の
通
過
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
よ
っ
て
、
詞
書
の

「
吉
備
宮
」
は
、
備
後
国
の
吉
備
津
神
社
で
は
な
い
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

な
お
、《
Ａ
》
の
福
本
自
身
も
傍
線
部
①
の
後
に
「
真
金
村
」
と
記
し
て
お
り
、
当
該
村
名
は
現
在
の
吉
備
津
神
社
（
備
中
国
一

宮
）
の
鎮
座
地
（
岡
山
市
北
区
吉
備
津
）
の
旧
地
名
で
あ
り
、
傍
線
部
①
は
誤
植
な
い
し
は
思
い
違
い
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
備
前
国
一
宮
と
し
て
「
吉
備
津
彦
神
社
」
が
存
在
す
る
。
当
社
は
、
備
中
国
一
宮
の
吉
備
津
神
社
か
ら
一
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
離
れ
て
い
る
だ
け
で
、
歌
枕
と
し
て
著
名
な
吉
備
の
中
山
を
間
に
挟
ん
で
、
北
東
麓
が
吉
備
津
彦
神
社
、
北
西
麓
が
吉
備

津
神
社
で
あ
る
（
13
）。

こ
の
吉
備
津
彦
神
社
は
、
江
戸
時
代
に
は
岡
山
藩
主
池
田
家
の
尊
崇
を
受
け
、
広
大
な
敷
地
と
社
殿
を
誇
っ
て
い

た
が
、
昭
和
五
年
十
二
月
の
失
火
で
社
殿
・
宝
物
の
多
く
を
焼
失
し
た
。
祭
神
も
吉
備
津
彦
命
を
は
じ
め
吉
備
津
神
社
と
同
一
で
あ

る
。
明
治
二
年
冬
の
備
中
へ
の
旅
を
記
し
た
、
成
島
柳
北
の
『
航
薇
日
記
（
14
）』

に
は
、「
備
前
備
後
み
な
吉
備
の
宮
あ
れ
共
此
備
中
の

六
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宮
最
も
上
古
の
さ
ま
を
存
す
と
云
ふ
」
と
あ
り
、
備
前
の
吉
備
津
彦
神
社
、
備
後
の
吉
備
津
神
社
、
備
中
の
吉
備
津
神
社
、
と
も
に

「
吉
備
の
宮
（
傍
線
部
）」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
涙
松
集
』
12
番
歌
の
「
吉
備
宮
」
が
備
後
の
そ
れ
で
な
い
こ
と
は
先

述
の
通
り
で
あ
る
が
、
備
前
の
吉
備
津
彦
神
社
で
な
い
こ
と
は
現
段
階
で
は
稿
者
に
は
断
定
で
き
な
い
。
た
だ
、
松
陰
の
12
番
歌
は

「
吉
備
宮
」
か
ら
の
連
想
で
生
じ
た
思
い
で
あ
り
、
備
前
の
吉
備
津
彦
神
社
、
備
中
の
吉
備
津
神
社
、
い
ず
れ
で
詠
ん
だ
に
せ
よ
、

対
象
と
す
る
祭
神
は
同
一
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
こ
こ
に
記
し
て
お
く
。

た
だ
し
現
実
的
な
問
題
と
し
て
、
先
述
の
よ
う
に
事
前
に
通
行
す
る
街
道
ま
で
指
定
さ
れ
、
か
つ
罪
人
と
し
て
の
檻
送
と
い
う
状

況
下
で
、
神
社
に
参
拝
し
た
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
恐
ら
く
山
陽
道
の
板
倉
宿
（
岡
山
の
一
つ
西
側
の
宿
駅
）
あ
た
り
で
宿
泊
な
い

し
は
休
憩
し
た
折
に
、
吉
備
宮
を
想
起
し
て
12
番
歌
を
詠
じ
た
の
が
真
相
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
土
井
作
治
に
よ
れ
ば
、「
板
倉

宿
は
、
岡
山
城
下
町
を
ひ
か
え
た
宿
駅
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
参
勤
大
名
を
は
じ
め
旅
行
者
の
ほ
と
ん
ど
が
旅
装
を
と
い
た
と
い
わ
れ
、

さ
ら
に
す
ぐ
そ
ば
に
吉
備
津
神
社
前
の
宮
内
村
に
旅
宿
を
兼
ね
た
歓
楽
街
が
あ
り
、
そ
の
影
響
を
つ
よ
く
受
け
て
い
た
（
15
）」

と
い
う
。

11
番
歌
の
内
容
が
夕
暮
れ
時
の
郭
公
を
詠
ん
で
お
り
、
そ
れ
と
同
日
の
詠
で
あ
る
12
番
歌
は
、
宿
泊
し
た
場
所
で
詠
ん
だ
可
能
性
が

高
い
。
と
す
れ
ば
、
板
倉
宿
か
岡
山
城
下
あ
た
り
で
、
昼
間
の
感
懐
を
詠
じ
た
と
考
え
て
も
間
違
い
な
か
ろ
う
。

以
上
か
ら
、
12
番
歌
詞
書
の
「
吉
備
宮
」
は
板
倉
宿
近
く
に
鎮
座
す
る
備
中
国
一
宮
の
吉
備
津
神
社
を
指
す
も
の
と
し
て
、
以
下

考
察
を
進
め
た
い
。

さ
て
、
12
番
歌
に
関
し
て
、
先
行
論
で
見
解
に
相
違
の
な
い
部
分
と
相
違
の
あ
る
部
分
と
を
確
認
し
て
お
く
。

松
陰
本
『
涙
松
集
』
の
添
削
が
文
法
・
語
法
上
の
誤
り
を
訂
正
す
る
こ
と
を
一
つ
の
目
標
に
し
た
こ
と
は
、
注（
２
）の
別
稿
で
述

べ
た
。
松
陰
本
の
三
句
「
い
と
お
ふほ

み
」
に
添
削
が
施
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
添
削
者
（
松
陰
と
同
時
代
の
者
）
が
本
来
な
ら

ば
「
い
と
お
ほ
み
」
と
な
る
べ
き
と
解
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
当
該
箇
所
は
、
形
容
詞
「
多お
ほ

し
」
の
語
幹
に
原
因
・
理
由
の

七
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接
尾
語
「
み
」
が
下
接
し
た
「
い
と
多
み
」
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。《
Ａ
》
の
傍
線
部
②
「
多
き
こ
と
故
に
」、《
Ｄ
》
の
傍
線
部
⑨

「
多
い
の
で
」
な
ど
は
妥
当
な
解
釈
と
い
え
る
。

四
句
の
「
た
ふ
れ
き
た
め
て
」
に
つ
い
て
は
、
旧
説
は
全
て
「
た
ふ
れ
」
と
「
き
た
め
」
と
解
し
て
い
る
。
角
川
『
古
語
大
辞

典
（
16
）』

は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
立
項
す
る
（
用
例
省
略
）。

た
ぶ
る
　【
狂
】　
動
ラ
下
二
　
気
が
違
う
。
く
る
う
。

き
た
む
　【
懲
】　
一
動
マ
四
　
罰
を
下
す
。
懲
罰
す
る
。
二
動
マ
下
二
　
こ
ら
し
め
る
。
罰
す
る
。

旧
説
は
「
狂た

ぶ

る
」
の
連
用
形
「
狂た

ぶ

れ
」
が
転
成
名
詞
と
な
っ
た
と
解
し
、「
兇
頑
又
は
頑
迷
狂
人
」《
Ａ
》、「
狂
人
又
は
頑
冥
人
」

《
Ｂ
》、「
狂
人
、
頑
迷
な
人
」《
Ｃ
》、「
頑
迷
な
奴
ら
」《
Ｄ
》
な
ど
と
、
全
て
「
狂
人
」
の
意
で
解
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の

「
狂
人
」
を
「
懲き

た

む
（
罰
す
る
）」
と
す
る
点
で
は
共
通
し
て
い
る
。

旧
説
の
一
致
は
、
以
上
ま
で
で
あ
る
。

二
句
の
「
君
の
誘
子
」
は
、「
吉
備
真
備
か
」《
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
》
と
推
測
す
る
説
と
、「
吉
備
津
彦
の
鬼
退
治
の
話
を
頭
に
浮
か
べ
」

《
Ｄ
》
と
や
や
曖
昧
な
表
現
で
説
明
し
た
も
の
と
に
分
か
れ
る
。
結
句
「
く
し
」
も
、
語
義
と
し
て
「
孔く

子し

」《
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
》・

「
籤く

じ

」《
Ｄ
》
の
二
義
に
説
が
分
か
れ
、
前
者
は
更
に
そ
の
内
容
も
、《
Ａ
》
の
福
本
は
傍
線
部
③
④
に
詳
述
す
る
よ
う
に
孔
子
を
批

判
的
に
詠
じ
た
と
し
、《
Ｂ
・
Ｃ
》
の
傍
線
部
⑥
⑧
「
く
し
」
は
、
儒
教
精
神
の
真
髄
を
採
用
す
る
こ
と
を
松
陰
が
力
説
し
た
と
し

て
肯
定
的
に
見
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
ど
の
意
見
も
末
尾
に
推
量
や
疑
問
の
表
現
を
伴
っ
て
お
り
、
結
局
の
と
こ
ろ
福
本
が
傍
線

部
⑤
で
付
言
す
る
よ
う
に
、「
難
解
の
も
の
な
れ
ば
敢
て
識
者
の
教
を
請
ふ
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
先
行
論
の
一
致
点
と
相
違
点
を
や
や
詳
し
く
見
た
が
、
次
章
以
下
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
12
番
歌
の
最
も
妥
当
な
解
釈
を

探
っ
て
い
き
た
い
。

八
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②
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⑨

「
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。
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」
に
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、
旧
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全
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ふ
れ
」
と
「
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た
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と
解
し
て
い
る
。
角
川
『
古
語
大
辞

典
（
16
）』

は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
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（
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ラ
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懲
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二
動
マ
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罰
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旧
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狂た

ぶ

る
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の
連
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形
「
狂た

ぶ

れ
」
が
転
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又
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迷
狂
人
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Ａ
》、「
狂
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又
は
頑
冥
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」

《
Ｂ
》、「
狂
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、
頑
迷
な
人
」《
Ｃ
》、「
頑
迷
な
奴
ら
」《
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》
な
ど
と
、
全
て
「
狂
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」
の
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で
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て
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。
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て
、
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狂
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を
「
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た

む
（
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る
）」
と
す
る
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で
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し
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の
一
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、
以
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で
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。

二
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の
「
君
の
誘
子
」
は
、「
吉
備
真
備
か
」《
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
》
と
推
測
す
る
説
と
、「
吉
備
津
彦
の
鬼
退
治
の
話
を
頭
に
浮
か
べ
」

《
Ｄ
》
と
や
や
曖
昧
な
表
現
で
説
明
し
た
も
の
と
に
分
か
れ
る
。
結
句
「
く
し
」
も
、
語
義
と
し
て
「
孔く

子し

」《
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
》・

「
籤く

じ

」《
Ｄ
》
の
二
義
に
説
が
分
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れ
、
前
者
は
更
に
そ
の
内
容
も
、《
Ａ
》
の
福
本
は
傍
線
部
③
④
に
詳
述
す
る
よ
う
に
孔
子
を
批

判
的
に
詠
じ
た
と
し
、《
Ｂ
・
Ｃ
》
の
傍
線
部
⑥
⑧
「
く
し
」
は
、
儒
教
精
神
の
真
髄
を
採
用
す
る
こ
と
を
松
陰
が
力
説
し
た
と
し

て
肯
定
的
に
見
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
ど
の
意
見
も
末
尾
に
推
量
や
疑
問
の
表
現
を
伴
っ
て
お
り
、
結
局
の
と
こ
ろ
福
本
が
傍
線

部
⑤
で
付
言
す
る
よ
う
に
、「
難
解
の
も
の
な
れ
ば
敢
て
識
者
の
教
を
請
ふ
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
先
行
論
の
一
致
点
と
相
違
点
を
や
や
詳
し
く
見
た
が
、
次
章
以
下
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
12
番
歌
の
最
も
妥
当
な
解
釈
を

探
っ
て
い
き
た
い
。
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三
　
12
番
歌
の
解
釈
（「
君
の
誘
子
」「
く
し
」
の
解
釈
と
そ
の
周
辺
）

ま
ず
、
12
番
歌
を
挙
げ
る
。
三
句
は
前
章
で
見
た
「
多
み
」
に
改
め
、
清
濁
も
施
し
て
分
か
り
や
す
い
表
記
と
す
る
。
な
お
、
考

察
の
過
程
で
、
適
宜
二
章
の
先
行
研
究
を
参
照
す
る
。

吉
備
宮

今
の
世
は
君
の
誘イ

サ
ゴ子

ぞ
い
と
多お

ほ

み
狂た

ぶ

れ
懲き

た

め
て
く
し
の
み
を
と
り

⑴
　
今
の
世
は
君
の
誘
子
ぞ

前
章
で
考
察
し
た
通
り
、
詞
書
の
「
吉
備
宮
」
は
備
中
国
一
宮
の
吉
備
津
神
社
と
考
え
ら
れ
る
。
仮
に
、
備
前
国
一
宮
の
吉
備
津

彦
神
社
で
あ
っ
て
も
、
祭
神
は
同
一
で
、
四
道
将
軍
の
一
人
、
吉
備
津
彦
命
（『
日
本
書
紀
』
の
表
記
）
で
あ
る
。

ま
ず
「
誘
子
」
か
ら
考
え
る
。
松
陰
本
の
「
誘イ

サ
ゴ子

」
と
い
う
振
り
仮
名
は
、
松
陰
と
同
時
代
の
添
削
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ

の
歌
に
お
け
る
当
該
漢
字
の
読
み
方
は
、
松
陰
と
同
時
代
の
者
に
と
っ
て
「
い
さ
ご
」
と
認
識
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、

こ
の
「
誘
子
」
な
る
熟
語
は
一
般
的
で
は
な
い
。
各
種
辞
典
や
方
言
辞
典
な
ど
も
閲
し
た
が
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
管
見
に
入
る
限

り
で
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「【
誘
子
】
を
と
り
。
誘
物
（
17
）」

と
あ
る
の
み
で
、「
誘
子
」
を
「
い
さ
ご
」
と
訓よ

ん
だ
例
は
な
か
っ
た
。

「
い
さ
ご
」
に
関
し
て
も
、「
砂
（
す
な
）」
が
各
種
辞
典
に
立
項
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

前
章
《
Ａ
》
の
福
本
が
何
を
手
掛
か
り
に
「「
誘
子
」（
イ
ザ
ゴ
）
誘
ふ
子
、
即
ち
同
類
又
は
弟
子
の
意
」
と
し
た
の
か
は
不
明
で

あ
る
。
松
陰
本
の
振
り
仮
名
「
イ
サ
ゴ
」
を
「
イ
ザ
ゴ
」
と
改
め
た
理
由
も
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
、『
大
漢
和
辞
典
』
が
「
誘
子
」

九
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の
意
味
と
し
て
挙
げ
る
「
お
と
り
（
囮
・
媒
鳥
）」
が
、
本
来
鳥
獣
の
捕
獲
の
際
に
同
じ
鳥
や
獣
を
誘
い
寄
せ
る
た
め
に
使
っ
た
こ
と

か
ら
考
え
る
と
、
福
本
注
釈
も
あ
な
が
ち
間
違
っ
て
い
る
と
も
言
い
が
た
い
。
語
義
が
は
っ
き
り
し
な
い
の
で
、
最
大
限
幅
を
持
た

せ
た
解
釈
を
し
て
、「
今
の
世
は
君
と
同
類
の
者
だ
、
同
じ
だ
」
の
意
で
解
し
て
お
く
。

さ
て
、
問
題
は
「
君
」
で
あ
る
。

前
章
《
Ｄ
》
の
山
中
論
文
は
祭
神
の
吉
備
津
彦
命
か
ら
の
連
想
で
、
そ
の
鬼
（
温う

羅ら

）
退
治
と
関
連
さ
せ
て
解
釈
す
る
。
温
羅
伝

説
に
は
複
数
の
伝
承
が
あ
る
が
、
藤
井
駿
は
「
遅
く
と
も
室
町
時
代
の
末
期
に
は
ほ
ぼ
今
日
知
ら
れ
る
よ
う
な
形
に
お
い
て
成
立
」

と
い
う
（
18
）。

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
以
降
の
同
年
に
近
い
こ
ろ
の
成
立
と
さ
れ
る
『
備
中
誌
（
19
）』

所
載
の
『
吉
備
津
宮
縁
起
』
に
依
る

と
温
羅
伝
説
と
は
、
百
済
国
の
皇
子
の
温
羅
（
両
目
を
爛
々
と
輝
か
せ
鬢
髪
が
赤
い
身
長
一
丈
四
尺
の
大
男
）
が
来
朝
し
て
備
中
国
賀
陽

郡
新
山
に
城
郭
（
鬼
の
城
）
を
構
え
て
悪
事
を
重
ね
た
の
を
、
吉
備
津
彦
命
が
策
を
用
い
て
退
治
し
た
、
と
い
う
話
で
あ
る
（
20
）。

温
羅

を
夷
狄
と
考
え
れ
ば
「
攘
夷
」
に
通
じ
て
山
中
説
も
成
立
し
そ
う
だ
が
、
吉
備
津
彦
命
が
退
治
し
た
鬼
を
「
君
」
と
呼
ぶ
の
は
不
自

然
で
あ
ろ
う
。
二
十
首
し
か
な
い
松
陰
本
『
涙
松
集
』
を
閲
し
て
も
、「
君
」
と
い
う
語
は
、
２
番
「
菅
公
廟
」
歌
で
は
菅
公
即
ち

菅
原
道
真
、
３
番
「
鈴
木
大
人
に
贈
る
」
歌
で
は
天
満
宮
の
神
官
鈴
木
高
鞆
、
５
番
「
薬
師
を
付
け
ら
る
る
と
聞
き
て
」
で
は
長
州

藩
の
当
代
藩
主
毛
利
慶
親
（
敬
親
）、
な
ど
に
対
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
全
て
敬
う
べ
き
存
在
を
「
君
」
と
し
て
い
る
（
21
）。

従
っ
て
、

こ
の
12
番
歌
も
「
君
」
は
祭
神
或
い
は
吉
備
津
神
社
ゆ
か
り
の
者
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
参
考
に
な
る
の
は
、
前
章
の
《
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
》
す
べ
て
が
挙
げ
た
「
吉
備
真
備
」
で
あ
る
。
吉
備
真
備
に
関
し
て
は
、
宮

田
俊
彦
が
次
の
よ
う
に
記
す
（
22
）。

『
続
日
本
紀
』
巻
三
十
三
、
光
仁
天
皇
宝
亀
六
年
（
七
七
五
）
十
月
壬
戌
（
二
日
）
吉
備
真
備
の
薨
去
の
条
に
、
そ
の
略
伝
を
掲

一
〇
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の
意
味
と
し
て
挙
げ
る
「
お
と
り
（
囮
・
媒
鳥
）」
が
、
本
来
鳥
獣
の
捕
獲
の
際
に
同
じ
鳥
や
獣
を
誘
い
寄
せ
る
た
め
に
使
っ
た
こ
と

か
ら
考
え
る
と
、
福
本
注
釈
も
あ
な
が
ち
間
違
っ
て
い
る
と
も
言
い
が
た
い
。
語
義
が
は
っ
き
り
し
な
い
の
で
、
最
大
限
幅
を
持
た

せ
た
解
釈
を
し
て
、「
今
の
世
は
君
と
同
類
の
者
だ
、
同
じ
だ
」
の
意
で
解
し
て
お
く
。

さ
て
、
問
題
は
「
君
」
で
あ
る
。

前
章
《
Ｄ
》
の
山
中
論
文
は
祭
神
の
吉
備
津
彦
命
か
ら
の
連
想
で
、
そ
の
鬼
（
温う

羅ら

）
退
治
と
関
連
さ
せ
て
解
釈
す
る
。
温
羅
伝

説
に
は
複
数
の
伝
承
が
あ
る
が
、
藤
井
駿
は
「
遅
く
と
も
室
町
時
代
の
末
期
に
は
ほ
ぼ
今
日
知
ら
れ
る
よ
う
な
形
に
お
い
て
成
立
」

と
い
う
（
18
）。

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
以
降
の
同
年
に
近
い
こ
ろ
の
成
立
と
さ
れ
る
『
備
中
誌
（
19
）』

所
載
の
『
吉
備
津
宮
縁
起
』
に
依
る

と
温
羅
伝
説
と
は
、
百
済
国
の
皇
子
の
温
羅
（
両
目
を
爛
々
と
輝
か
せ
鬢
髪
が
赤
い
身
長
一
丈
四
尺
の
大
男
）
が
来
朝
し
て
備
中
国
賀
陽

郡
新
山
に
城
郭
（
鬼
の
城
）
を
構
え
て
悪
事
を
重
ね
た
の
を
、
吉
備
津
彦
命
が
策
を
用
い
て
退
治
し
た
、
と
い
う
話
で
あ
る
（
20
）。

温
羅

を
夷
狄
と
考
え
れ
ば
「
攘
夷
」
に
通
じ
て
山
中
説
も
成
立
し
そ
う
だ
が
、
吉
備
津
彦
命
が
退
治
し
た
鬼
を
「
君
」
と
呼
ぶ
の
は
不
自

然
で
あ
ろ
う
。
二
十
首
し
か
な
い
松
陰
本
『
涙
松
集
』
を
閲
し
て
も
、「
君
」
と
い
う
語
は
、
２
番
「
菅
公
廟
」
歌
で
は
菅
公
即
ち

菅
原
道
真
、
３
番
「
鈴
木
大
人
に
贈
る
」
歌
で
は
天
満
宮
の
神
官
鈴
木
高
鞆
、
５
番
「
薬
師
を
付
け
ら
る
る
と
聞
き
て
」
で
は
長
州

藩
の
当
代
藩
主
毛
利
慶
親
（
敬
親
）、
な
ど
に
対
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
全
て
敬
う
べ
き
存
在
を
「
君
」
と
し
て
い
る
（
21
）。

従
っ
て
、

こ
の
12
番
歌
も
「
君
」
は
祭
神
或
い
は
吉
備
津
神
社
ゆ
か
り
の
者
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
参
考
に
な
る
の
は
、
前
章
の
《
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
》
す
べ
て
が
挙
げ
た
「
吉
備
真
備
」
で
あ
る
。
吉
備
真
備
に
関
し
て
は
、
宮

田
俊
彦
が
次
の
よ
う
に
記
す
（
22
）。

『
続
日
本
紀
』
巻
三
十
三
、
光
仁
天
皇
宝
亀
六
年
（
七
七
五
）
十
月
壬
戌
（
二
日
）
吉
備
真
備
の
薨
去
の
条
に
、
そ
の
略
伝
を
掲

一
〇
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げ
て
、
右
衛
士
少
尉
下し
も
つ
み
ち道
朝
臣
国
勝
の
子
、
と
書
き
始
め
て
い
る
の
で
わ
か
る
よ
う
に
、
真
備
は
も
と
下
道
朝
臣
で
あ
っ
て

吉
備
朝
臣
で
は
な
い
。
吉
備
朝
臣
の
姓か
ば
ね

を
賜
わ
っ
た
の
は
天
平
十
八
年
（
七
四
六
）
十
月
丁
卯
（
十
九
日
）
の
条
に
、「
従
四
位

下
下
道
朝
臣
真
備
に
姓
吉
備
朝
臣
を
賜
ふ
」
と
あ
っ
て
、
吉
備
真
備
と
称
す
る
の
は
こ
の
天
平
十
八
年
以
後
で
あ
る
。

歴
史
的
に
は
こ
の
宮
田
の
言
説
が
正
し
い
の
だ
ろ
う
が
、
松
陰
が
生
き
た
時
代
、
す
な
わ
ち
近
世
後
期
に
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ

て
い
た
の
か
が
重
要
で
あ
る
。

徳
川
光
圀
編
『
大
日
本
史
』
の
列
伝
に
吉
備
真
備
が
立
項
さ
れ
、「
吉
備
真
備
〈
割
書
略
〉
本
姓
下
道
朝
臣
、
其
先
出
レ

自
二

吉
備

彦
命
一

、
世
居
二

吉
備
一

（
23
）」

と
冒
頭
に
記
す
。
傍
線
部
に
「
其
の
先
は
吉
備
彦
命
よ
り
出
で
（
24
）」

と
し
、
先
祖
を
吉
備
津
彦
命
即
ち
吉
備

津
神
社
の
主
祭
神
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
本
居
宣
長
の
『
古
事
記
伝
』
も
諸
書
を
博
捜
し
て
「
さ
て
此
神
社
は
、
世
に

い
は
ゆ
る
吉
備
津
宮
に
て
、
宮
ノ

内
村
と
云

フ

に
在

リ

」
と
し
、
そ
の
子
孫
が
下
道
臣
で
そ
こ
か
ら
吉
備
真
備
が
出
た
こ
と
を
述
べ
る
（
25
）。

松
陰
の
読
書
記
録
で
あ
る
『
野
山
獄
読
書
記
（
26
）』

の
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
十
月
か
ら
翌
年
一
月
の
条
に
は
、『
古
事
記
伝
』
が
頻
繁

に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
松
陰
は
『
古
事
記
伝
』
に
通
暁
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

以
上
を
勘
案
し
て
、
歌
中
の
「
君
」
は
吉
備
津
彦
命
か
ら
連
想
さ
れ
る
、
そ
の
子
孫
（
と
近
世
後
期
に
は
認
識
さ
れ
て
い
た
）
吉
備

真
備
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
歌
の
上
の
句
の
意
味
は
「
今
の
世
の
中
は
、
吉
備
真
備
公
と
同
類
の
者
た
ち
ば
か
り
で
、
そ
う
し
た
者

が
多
い
も
の
だ
か
ら
」
と
解
し
得
る
。

⑵
　
狂た

ぶ

れ
懲き

た

め
て
く
し
の
み
を
と
り

結
句
の
「
く
し
」
は
難
解
で
あ
る
。
前
章
で
見
た
先
行
論
は
、「
孔く

子し

」《
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
》・「
籤く
じ

」《
Ｄ
》
の
二
つ
に
説
が
分
か
れ

一
一
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て
い
る
。

こ
こ
で
参
考
に
な
る
の
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
写
本
『
涙
松
集
』
で
あ
る
。
萩
市
松
陰
神
社
所
蔵
の
松
陰
本
『
涙
松
集
』
に

は
、
仮
名
遣
い
の
誤
り
を
正
し
た
り
和
歌
表
現
を
推
敲
し
て
添
削
し
た
り
し
た
書
き
込
み
が
あ
る
が
、
そ
れ
を
忠
実
に
筆
写
し
た
の

が
書
陵
部
本
で
、
松
陰
本
の
添
削
が
完
了
（
歌
集
中
の
最
も
遅
い
日
付
「
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
七
月
九
日
」
か
ら
添
削
者
と
思
し
き
鈴
木

高
鞆
の
没
年
月
日
「
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
四
月
四
日
」
ま
で
に
完
了
）
し
て
か
ら
比
較
的
早
い
段
階
で
書
写
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
27
）。

そ
こ
に
は
、
当
該
歌
が
次
の
よ
う
に
書
か
れ
る
（
28
）。

吉
備
宮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
日

今
の
世
は
君
の
誘イ

サ
ゴ子

そ
い
と
お
ほ
み
た
ふ
れ
き
た
め
て
く孔

し子

の
み
を
と
り

前
掲
の
松
陰
本
の
三
句
「
い
と
お
ふ
み
」
の
添
削
の
形
「
い
と
お
ほ
み
」
を
書
陵
部
本
は
採
用
。
そ
し
て
注
目
す
べ
き
は
、
松
陰

本
添
削
に
な
か
っ
た
結
句
の
ル
ビ
（
振
り
漢
字
）
で
あ
る
。「
孔
子
」
と
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
松
陰
本
の
ま
ま
で
は
解
釈
し
づ
ら

い
と
考
え
、「
孔
子
」
と
い
う
振
り
漢
字
を
施
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
松
陰
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
者
の
当
該
歌
の
解
釈
と
し
て
、
こ
の
振

り
漢
字
は
尊
重
し
て
よ
か
ろ
う
。

先
行
論
で
「
く
し
」
に
対
し
て
「
孔
子
」
以
外
を
想
定
し
た
の
は
、
前
章
《
Ｄ
》
山
中
論
文
の
み
で
あ
っ
た
。「
頑
迷
な
奴
ら
を

こ
ら
し
め
る
た
め
に
祈
っ
て
籤
だ
け
を
取
っ
た
こ
と
だ
」
と
す
る
が
、
二
章
冒
頭
で
見
た
通
り
、
罪
人
と
し
て
の
檻
送
の
身
の
松
陰

が
神
社
に
参
拝
す
る
こ
と
は
考
え
に
く
く
、
ま
し
て
や
籤
を
引
く
こ
と
は
ほ
ぼ
不
可
能
と
い
え
る
。
山
中
説
は
考
察
か
ら
除
外
し
て

よ
か
ろ
う
。
な
お
、「
孔
子
（
く
し
・
く
じ
）」
の
清
濁
に
つ
い
て
は
、
辞
書
類
は
「
く
じ
」
と
す
る
も
の
が
多
い
が
、
稿
者
に
は
判

一
二
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て
い
る
。

こ
こ
で
参
考
に
な
る
の
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
写
本
『
涙
松
集
』
で
あ
る
。
萩
市
松
陰
神
社
所
蔵
の
松
陰
本
『
涙
松
集
』
に

は
、
仮
名
遣
い
の
誤
り
を
正
し
た
り
和
歌
表
現
を
推
敲
し
て
添
削
し
た
り
し
た
書
き
込
み
が
あ
る
が
、
そ
れ
を
忠
実
に
筆
写
し
た
の

が
書
陵
部
本
で
、
松
陰
本
の
添
削
が
完
了
（
歌
集
中
の
最
も
遅
い
日
付
「
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
七
月
九
日
」
か
ら
添
削
者
と
思
し
き
鈴
木

高
鞆
の
没
年
月
日
「
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
四
月
四
日
」
ま
で
に
完
了
）
し
て
か
ら
比
較
的
早
い
段
階
で
書
写
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
27
）。

そ
こ
に
は
、
当
該
歌
が
次
の
よ
う
に
書
か
れ
る
（
28
）。

吉
備
宮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
日

今
の
世
は
君
の
誘イ

サ
ゴ子

そ
い
と
お
ほ
み
た
ふ
れ
き
た
め
て
く孔

し子

の
み
を
と
り

前
掲
の
松
陰
本
の
三
句
「
い
と
お
ふ
み
」
の
添
削
の
形
「
い
と
お
ほ
み
」
を
書
陵
部
本
は
採
用
。
そ
し
て
注
目
す
べ
き
は
、
松
陰

本
添
削
に
な
か
っ
た
結
句
の
ル
ビ
（
振
り
漢
字
）
で
あ
る
。「
孔
子
」
と
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
松
陰
本
の
ま
ま
で
は
解
釈
し
づ
ら

い
と
考
え
、「
孔
子
」
と
い
う
振
り
漢
字
を
施
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
松
陰
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
者
の
当
該
歌
の
解
釈
と
し
て
、
こ
の
振

り
漢
字
は
尊
重
し
て
よ
か
ろ
う
。

先
行
論
で
「
く
し
」
に
対
し
て
「
孔
子
」
以
外
を
想
定
し
た
の
は
、
前
章
《
Ｄ
》
山
中
論
文
の
み
で
あ
っ
た
。「
頑
迷
な
奴
ら
を

こ
ら
し
め
る
た
め
に
祈
っ
て
籤
だ
け
を
取
っ
た
こ
と
だ
」
と
す
る
が
、
二
章
冒
頭
で
見
た
通
り
、
罪
人
と
し
て
の
檻
送
の
身
の
松
陰

が
神
社
に
参
拝
す
る
こ
と
は
考
え
に
く
く
、
ま
し
て
や
籤
を
引
く
こ
と
は
ほ
ぼ
不
可
能
と
い
え
る
。
山
中
説
は
考
察
か
ら
除
外
し
て

よ
か
ろ
う
。
な
お
、「
孔
子
（
く
し
・
く
じ
）」
の
清
濁
に
つ
い
て
は
、
辞
書
類
は
「
く
じ
」
と
す
る
も
の
が
多
い
が
、
稿
者
に
は
判

一
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断
が
つ
き
か
ね
る
。
一
応
「
く
し
」
と
清
音
の
ま
ま
で
翻
字
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

以
上
、
当
該
箇
所
は
「
孔
子
」
を
指
す
も
の
と
考
え
て
、
次
章
に
お
い
て
『
涙
松
集
』
の
周
辺
資
料
や
松
陰
の
「
孔
子
」
観
に
も

目
を
向
け
て
、
当
該
歌
を
総
合
的
に
解
釈
し
た
い
。

四
　「
吉
備
宮
」
歌
の
解
釈
と
松
陰
の
「
孔
子
」
観

三
章
で
見
た
先
行
論
で
は
、《
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
》
の
三
つ
が
結
句
を
「
孔
子
の
み
を
と
り
」
と
解
し
て
い
た
。
た
だ
し
、《
Ａ
》
の
福

本
は
孔
子
を
批
判
的
に
詠
ん
だ
と
し
、《
Ｂ
・
Ｃ
》
の
全
集
頭
注
は
儒
教
精
神
の
神
髄
を
採
用
す
る
こ
と
を
松
陰
が
力
説
し
た
と
し

て
肯
定
的
に
見
て
い
る
。
正
反
対
の
解
釈
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
松
陰
は
、
儒
家
の
祖
で
あ
る
孔
子
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
の
か
。

松
陰
が
大
変
な
読
書
家
で
あ
っ
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。
注（
26
）の
『
野
山
獄
読
書
記
』
の
詳
細
な
検
討
を
お
こ
な
っ
た
桐
原
健

真
は
、
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
十
月
二
十
四
日
か
ら
同
四
年
十
一
月
に
至
る
ま
で
、
全
読
了
冊
数
を
千
四
百
六
十
冊
と
確
定
し
て

い
る
（
29
）。

そ
し
て
そ
の
詳
細
な
分
析
か
ら
、
安
政
三
年
六
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
、
松
陰
の
読
書
の
内
容
（
対
象
と
す
る
書
籍
の
種

類
）
に
大
き
な
「
転
回
」
が
あ
っ
た
と
し
、「
そ
れ
ま
で
全
く
読
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
国
学
・
神
道
系
著
作
が
激
増
し
、
そ
れ
に
合

わ
せ
る
よ
う
に
水
戸
学
・
漢
学
系
著
作
が
激
減
し
て
い
る
（
30
）」

と
述
べ
る
。
こ
れ
は
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
た
松
陰
の
思
想
の
変
転
を

数
量
的
に
分
析
し
た
点
で
画
期
的
と
い
え
る
。
桐
原
は
、
こ
れ
が
宇
都
宮
黙
霖
と
の
書
簡
論
争
に
よ
っ
て
導
き
出
さ
れ
た
と
し
、

「
対
外
的
危
機
を
声
高
に
叫
び
つ
つ
尊
王
敬
幕
を
掲
げ
る
水
戸
学
か
ら
の
乖
離
で
あ
り
、
同
時
に
、
日
本
神
話
を
あ
り
の
ま
ま
に
信

じ
、
日
本
の
こ
と
ば
で
「
日
本
」
と
い
う
自
己
像
を
語
ろ
う
と
す
る
国
学
へ
の
接
近
で
あ
っ
た
（
31
）」

と
、
松
陰
の
読
書
傾
向
の
変
化
か

ら
松
陰
の
思
想
的
変
遷
を
鋭
く
剔
抉
す
る
。

一
三
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ま
た
、
本
山
幸
彦
は
松
陰
の
思
想
を
四
期
に
分
類
し
、
第
三
期
（
一
八
五
四
～
一
八
五
八
年
）
の
入
獄
・
自
宅
謹
慎
・
松
下
村
塾
で

の
教
育
活
動
の
時
期
に
「
兵
学
と
の
調
和
が
必
要
だ
と
し
て
要
求
さ
れ
て
い
た
経
学
が
、
は
っ
き
り
歴
史
の
学
に
変
っ
て
き
た
（
32
）」

と

し
、
儒
家
の
著
し
た
経
典
（
経
書
）
研
究
か
ら
離
れ
て
い
く
と
い
う
重
要
な
指
摘
を
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
安
政
五
（
一
八
五
八
）

年
七
月
十
一
日
、
幕
府
の
違
勅
調
印
を
知
り
、
そ
れ
ま
で
の
学
究
的
、
教
育
者
的
態
度
を
改
め
、
幕
政
改
革
を
実
施
し
、
日
本
の
独

立
を
全
う
す
る
た
め
、
尊
王
攘
夷
運
動
を
次
々
と
計
画
す
る
よ
う
に
な
る
」
と
述
べ
、
松
陰
の
思
想
の
第
四
期
（
一
八
五
八
～

一
八
五
九
）
の
末
期
、
即
ち
『
涙
松
集
』
の
旅
の
時
期
に
つ
い
て
、「
門
下
生
た
ち
も
、
彼
を
過
激
だ
と
し
て
松
陰
に
自
重
を
求
め
、

聞
き
入
れ
ら
れ
な
い
の
を
知
っ
て
彼
か
ら
離
れ
て
行
く
。
松
陰
は
孤
立
に
苦
し
み
、
焦
慮
感
に
さ
い
な
ま
れ
、
絶
望
し
て
死
を
願
う

日
が
つ
づ
く
。
し
か
し
、
安
政
六
年
に
入
っ
て
草
莽
崛
起
に
希
望
を
つ
な
ぐ
（
33
）」

と
す
る
。

桐
原
、
本
山
と
も
に
野
山
獄
入
獄
以
降
の
松
陰
の
思
想
的
転
換
を
指
摘
し
、
儒
家
の
経
典
を
研
究
の
対
象
と
見
る
立
場
か
ら
の
変

化
を
言
う
。

こ
こ
で
、
12
番
歌
の
解
釈
に
行
く
前
に
、
松
陰
の
重
要
な
作
品
に
目
を
向
け
た
い
。

そ
れ
は
、『
涙
松
集
』
と
同
時
に
成
稿
し
た
漢
詩
集
『
縛
吾
集
』
で
あ
る
。
勿
論
、『
涙
松
集
』
と
同
様
に
護
送
役
の
藩
士
が
筆
記

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
中
に
、
12
番
歌
が
詠
ま
れ
た
の
と
同
じ
日
（
六
月
五
日
）
に
作
ら
れ
た
漢
詩
二
首
が
あ
る
。
以
下
に
二
首

を
挙
げ
る
（
34
）。五

日

夢
中
夢
作
レ

真
（
夢
中
の
夢
は
真
と
作な

り
）

醒
後
忽
為
レ

幻
（
醒
め
て
後
、
忽
ち
に
幻
と
為な

る
）

一
四
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ま
た
、
本
山
幸
彦
は
松
陰
の
思
想
を
四
期
に
分
類
し
、
第
三
期
（
一
八
五
四
～
一
八
五
八
年
）
の
入
獄
・
自
宅
謹
慎
・
松
下
村
塾
で

の
教
育
活
動
の
時
期
に
「
兵
学
と
の
調
和
が
必
要
だ
と
し
て
要
求
さ
れ
て
い
た
経
学
が
、
は
っ
き
り
歴
史
の
学
に
変
っ
て
き
た
（
32
）」

と

し
、
儒
家
の
著
し
た
経
典
（
経
書
）
研
究
か
ら
離
れ
て
い
く
と
い
う
重
要
な
指
摘
を
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
安
政
五
（
一
八
五
八
）

年
七
月
十
一
日
、
幕
府
の
違
勅
調
印
を
知
り
、
そ
れ
ま
で
の
学
究
的
、
教
育
者
的
態
度
を
改
め
、
幕
政
改
革
を
実
施
し
、
日
本
の
独

立
を
全
う
す
る
た
め
、
尊
王
攘
夷
運
動
を
次
々
と
計
画
す
る
よ
う
に
な
る
」
と
述
べ
、
松
陰
の
思
想
の
第
四
期
（
一
八
五
八
～

一
八
五
九
）
の
末
期
、
即
ち
『
涙
松
集
』
の
旅
の
時
期
に
つ
い
て
、「
門
下
生
た
ち
も
、
彼
を
過
激
だ
と
し
て
松
陰
に
自
重
を
求
め
、

聞
き
入
れ
ら
れ
な
い
の
を
知
っ
て
彼
か
ら
離
れ
て
行
く
。
松
陰
は
孤
立
に
苦
し
み
、
焦
慮
感
に
さ
い
な
ま
れ
、
絶
望
し
て
死
を
願
う

日
が
つ
づ
く
。
し
か
し
、
安
政
六
年
に
入
っ
て
草
莽
崛
起
に
希
望
を
つ
な
ぐ
（
33
）」

と
す
る
。

桐
原
、
本
山
と
も
に
野
山
獄
入
獄
以
降
の
松
陰
の
思
想
的
転
換
を
指
摘
し
、
儒
家
の
経
典
を
研
究
の
対
象
と
見
る
立
場
か
ら
の
変

化
を
言
う
。

こ
こ
で
、
12
番
歌
の
解
釈
に
行
く
前
に
、
松
陰
の
重
要
な
作
品
に
目
を
向
け
た
い
。

そ
れ
は
、『
涙
松
集
』
と
同
時
に
成
稿
し
た
漢
詩
集
『
縛
吾
集
』
で
あ
る
。
勿
論
、『
涙
松
集
』
と
同
様
に
護
送
役
の
藩
士
が
筆
記

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
中
に
、
12
番
歌
が
詠
ま
れ
た
の
と
同
じ
日
（
六
月
五
日
）
に
作
ら
れ
た
漢
詩
二
首
が
あ
る
。
以
下
に
二
首

を
挙
げ
る
（
34
）。五

日

夢
中
夢
作
レ

真
（
夢
中
の
夢
は
真
と
作な

り
）

醒
後
忽
為
レ

幻
（
醒
め
て
後
、
忽
ち
に
幻
と
為な

る
）
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何
時
大
夢
醒
（
何
れ
の
時
か
大
夢
醒
め
）

脱
二

却
人
生
患
一
（
人
生
の
患
を
脱
却
せ
ん
）

又

①
千
五
百
秋
大
八
洲
（
千ち

五い

百ほ

秋あ
き

大お
ほ

八や

洲し
ま

）

②
太
陽
昭
乎
　
皇
統
悠
（
太
陽
昭
乎
と
し
て
皇
統
悠
た
り
）

③
安
容
猾
賊
海
外
内
（
安
ん
ぞ
容
れ
ん
、
猾
賊
、
海
の
外
内
）

④
膺
懲
廃
矣
名
分
晦
（
膺
懲
廃す
た

れ
た
り
、
名
分
晦く
ら

し
）

嗚
呼
孤
臣
此
行
萬
人
観
（
嗚
呼
、
孤
臣
の
此
の
行
、
萬
人
観
る
）

生
豈
容
易
死
亦
難
（
生
豈
に
容
易
な
ら
ん
や
、
死
も
亦ま
た

難
し
）

一
首
目
の
詩
は
、
大
夢
の
中
の
よ
う
な
今
が
苦
患
の
状
態
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
憂
国
慨
世
の
思
い
を
吐
露
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

注
目
す
べ
き
は
二
首
目
。「
と
こ
し
な
え
に
続
く
日
本
国
を
寿
ぎ
（
傍
線
部
①
）、
太
陽
が
光
り
輝
き
皇
統
が
悠
久
た
る
（
傍
線
部
②
）」

こ
と
を
述
べ
る
。
そ
し
て
「
絶
対
に
許
す
こ
と
は
で
き
な
い
、
悪
が
し
こ
い
賊
徒
が
こ
の
日
本
を
取
り
巻
く
海
や
日
本
の
国
内
に

入
っ
て
く
る
こ
と
を
（
傍
線
部
③
）。（
そ
ん
な
猾
賊
を
）
征
伐
し
て
こ
ら
し
め
よ
う
と
す
る
こ
と
も
な
く
な
り
、
大
義
名
分
も
立
た
な

い
（
傍
線
部
④
）」
と
述
べ
る
。
傍
線
部
④
は
、
松
陰
の
思
想
的
転
換
を
招
来
す
る
要
因
と
な
っ
た
違
勅
調
印
以
降
の
幕
府
の
態
度
へ

の
批
判
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
傍
線
部
③
に
戻
る
と
、
こ
こ
に
は
強
い
排
外
思
想
・
攘
夷
思
想
が
窺
わ
れ
る
。
勿
論
、
松
陰
の
中
で

は
、
そ
の
前
（
傍
線
部
①
②
）
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
尊
王
思
想
と
強
固
に
結
び
つ
く
も
の
で
あ
る
。

一
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こ
の
漢
詩
と
12
番
「
吉
備
宮
」
歌
が
同
じ
日
に
詠
ま
れ
た
こ
と
は
注
目
し
て
よ
か
ろ
う
。
こ
の
時
、
松
陰
は
猾
賊
（
外
国
勢
力
）

を
日
本
近
郊
の
海
は
当
然
の
こ
と
、
日
本
国
の
中
に
容
れ
る
こ
と
を
拒
否
し
て
い
た
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
松
陰
は
こ
の
段
階
に
は

儒
家
の
経
典
研
究
か
ら
離
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
の
内
実
に
つ
い
て
、
高
橋
文
博
は
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
（
35
）。

彼
は
、
書
物
自
体
の
抱
く
主
張
を
内
在
的
に
理
解
し
て
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
態
度
を
と
ら
な
い
。
彼
に

と
っ
て
、
日
本
の
国
家
的
危
機
と
そ
の
運
命
が
最
大
の
関
心
事
で
あ
り
、
そ
の
関
心
に
応
じ
て
「
孟
子
」
を
読
む
。
こ
こ
か
ら

孔
子
・
孟
子
へ
の
批
判
が
導
か
れ
る
。〈
中
略
〉
松
陰
の
孔
孟
批
判
は
、
孔
孟
の
全
面
的
否
定
で
は
な
く
、
孔
孟
が
聖
賢
で
あ

る
こ
と
を
認
め
た
上
で
、
中
国
で
は
孔
孟
の
主
張
は
通
用
す
る
が
、
日
本
で
は
通
用
し
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

松
野
敏
之
は
先
行
研
究
の
指
摘
と
は
や
や
異
な
り
松
陰
は
孔
子
を
肯
定
的
に
見
て
い
る
と
主
張
す
る
も
の
の
、「「
孟
子
序
説
」
に

お
い
て
孔
子
が
魯
を
去
っ
た
こ
と
を
批
判
す
る
の
は
、
孔
子
・
孟
子
の
道
理
で
は
お
お
い
つ
く
す
こ
と
の
で
き
な
い
、
日
本
独
自
の

国
体
が
あ
る
か
ら
だ
と
主
張
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。〈
中
略
〉
安
政
二
年
以
降
、
孔
子
を
批
判
的
に
と
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
は

言
え
な
い
。
む
し
ろ
困
難
な
出
処
進
退
に
も
迷
う
こ
と
な
く
、
国
の
た
め
に
行
動
し
た
人
物
と
し
て
認
識
し
な
お
さ
れ
て
い
く
の
で

あ
る
（
36
）」

と
す
る
。
松
野
も
部
分
的
に
は
松
陰
は
孔
子
を
批
判
し
て
い
る
と
の
立
場
で
あ
り
、
松
陰
の
孔
子
へ
の
理
解
は
高
橋
説
（
傍

線
部
「
松
陰
の
孔
孟
批
判
は
、
孔
孟
の
全
面
的
否
定
で
は
な
く
」）
に
集
約
で
き
よ
う
。

如
上
の
研
究
に
全
面
的
に
依
拠
す
る
な
ら
ば
、
12
番
歌
の
下
の
句
「
狂た

ぶ

れ
懲き
た

め
て
孔く

子し

の
み
を
と
り
」
を
、
海
外
か
ら
入
っ
て
き

た
儒
家
の
祖
で
あ
る
孔
子
ば
か
り

・

・

・

を
尊
重
す
る
風
潮
を
批
判
的
に
述
べ
た
と
解
し
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。「
の
み
」
と
い
う

限
定
が
重
要
な
の
で
あ
る
。
決
し
て
松
陰
は
孔
子
を
盲
目
的
に
礼
賛
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
直
前
の
「
狂た
ぶ

れ
懲き

た

め

一
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こ
の
漢
詩
と
12
番
「
吉
備
宮
」
歌
が
同
じ
日
に
詠
ま
れ
た
こ
と
は
注
目
し
て
よ
か
ろ
う
。
こ
の
時
、
松
陰
は
猾
賊
（
外
国
勢
力
）

を
日
本
近
郊
の
海
は
当
然
の
こ
と
、
日
本
国
の
中
に
容
れ
る
こ
と
を
拒
否
し
て
い
た
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
松
陰
は
こ
の
段
階
に
は

儒
家
の
経
典
研
究
か
ら
離
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
の
内
実
に
つ
い
て
、
高
橋
文
博
は
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
（
35
）。

彼
は
、
書
物
自
体
の
抱
く
主
張
を
内
在
的
に
理
解
し
て
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
態
度
を
と
ら
な
い
。
彼
に

と
っ
て
、
日
本
の
国
家
的
危
機
と
そ
の
運
命
が
最
大
の
関
心
事
で
あ
り
、
そ
の
関
心
に
応
じ
て
「
孟
子
」
を
読
む
。
こ
こ
か
ら

孔
子
・
孟
子
へ
の
批
判
が
導
か
れ
る
。〈
中
略
〉
松
陰
の
孔
孟
批
判
は
、
孔
孟
の
全
面
的
否
定
で
は
な
く
、
孔
孟
が
聖
賢
で
あ

る
こ
と
を
認
め
た
上
で
、
中
国
で
は
孔
孟
の
主
張
は
通
用
す
る
が
、
日
本
で
は
通
用
し
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

松
野
敏
之
は
先
行
研
究
の
指
摘
と
は
や
や
異
な
り
松
陰
は
孔
子
を
肯
定
的
に
見
て
い
る
と
主
張
す
る
も
の
の
、「「
孟
子
序
説
」
に

お
い
て
孔
子
が
魯
を
去
っ
た
こ
と
を
批
判
す
る
の
は
、
孔
子
・
孟
子
の
道
理
で
は
お
お
い
つ
く
す
こ
と
の
で
き
な
い
、
日
本
独
自
の

国
体
が
あ
る
か
ら
だ
と
主
張
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。〈
中
略
〉
安
政
二
年
以
降
、
孔
子
を
批
判
的
に
と
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
は

言
え
な
い
。
む
し
ろ
困
難
な
出
処
進
退
に
も
迷
う
こ
と
な
く
、
国
の
た
め
に
行
動
し
た
人
物
と
し
て
認
識
し
な
お
さ
れ
て
い
く
の
で

あ
る
（
36
）」

と
す
る
。
松
野
も
部
分
的
に
は
松
陰
は
孔
子
を
批
判
し
て
い
る
と
の
立
場
で
あ
り
、
松
陰
の
孔
子
へ
の
理
解
は
高
橋
説
（
傍

線
部
「
松
陰
の
孔
孟
批
判
は
、
孔
孟
の
全
面
的
否
定
で
は
な
く
」）
に
集
約
で
き
よ
う
。

如
上
の
研
究
に
全
面
的
に
依
拠
す
る
な
ら
ば
、
12
番
歌
の
下
の
句
「
狂た

ぶ

れ
懲き

た

め
て
孔く

子し

の
み
を
と
り
」
を
、
海
外
か
ら
入
っ
て
き

た
儒
家
の
祖
で
あ
る
孔
子
ば
か
り

・

・

・

を
尊
重
す
る
風
潮
を
批
判
的
に
述
べ
た
と
解
し
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。「
の
み
」
と
い
う

限
定
が
重
要
な
の
で
あ
る
。
決
し
て
松
陰
は
孔
子
を
盲
目
的
に
礼
賛
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
直
前
の
「
狂た

ぶ

れ
懲き

た

め
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て
」
に
関
し
て
も
、
旧
説
は
「
狂た
ぶ

れ
」
を
転
成
名
詞
と
し
て
「
狂
人
」
と
解
し
て
い
た
が
、
こ
こ
は
動
詞
「
狂た
ぶ

る
」
と
動
詞
「
懲き
た

む
」
の
複
合
動
詞
と
考
え
て
、「
気
が
ふ
れ
て
処
罰
を
下
し
、（
日
本
国
の
本
来
の
思
想
で
も
な
く
日
本
に
は
そ
の
ま
ま
で
は
通
用
し
な
い
）

孔
子
の
教
え
ば
か
り
を
尊
重
し
て
い
る
」
と
解
せ
る
の
で
は
な
い
か
。
勿
論
、
幕
府
の
外
国
勢
力
に
対
す
る
一
連
の
対
応
を
批
判
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
上
の
句
で
も
、
先
に
考
察
し
た
通
り
、
吉
備
津
神
社
か
ら
そ
の
主
祭
神
の
子
孫
の
吉
備
真
備
を
連
想
し
、
儒
学
を
尊
重
し

た
学
者
と
し
て
真
備
を
批
判
的
に
述
べ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
12
番
歌
の
解
釈
と
し
て
は
以
下
の
よ
う
な
試
案
を
提
示
し
た
い
。

吉
備
宮

【
和
歌
】　
今
の
世
は
君
の
誘い

さ
ご子

ぞ
い
と
多お

ほ

み
狂た

ぶ

れ
懲き

た

め
て
孔く

子し

の
み
を
と
り

【
通
釈
】　�

今
の
世
の
中
は
、
吉
備
津
神
社
の
御
祭
神
吉
備
津
彦
命
の
子
孫
で
あ
る
吉
備
真
備
公
と
同
類
の
人
た
ち
ば
か
り
だ
。

そ
ん
な
人
た
ち
が
多
い
の
で
、（
経
学
ば
か
り
を
尊
重
し
て
真
の
道
が
わ
か
っ
て
お
ら
ず
）
気
が
ふ
れ
て
処
罰
を
行
い
、
孔

子
ば
か
り
を
尊
重
し
て
い
る
。

先
行
論
と
の
か
か
わ
り
で
言
え
ば
《
Ａ
》
福
本
説
に
近
い
が
、「
狂た

ぶ

れ
懲き

た

む
」
を
複
合
動
詞
と
考
え
る
こ
と
に
よ
り
、
上
の
句
と

下
の
句
の
意
味
が
統
一
的
に
解
釈
で
き
る
。
実
行
を
伴
わ
ず
経
学
ば
か
り
を
尊
重
す
る
「
今
」
の
風
潮
を
批
判
す
る
と
と
も
に
、

誤
っ
た
道
を
進
ん
で
「
狂た
ぶ

れ
懲き

た

む
」
行
動
を
と
っ
て
い
る
幕
府
を
鋭
く
批
判
す
る
歌
な
の
で
あ
る
。

一
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五
　
お
わ
り
に

以
上
、
松
陰
本
『
涙
松
集
』
の
12
番
「
吉
備
宮
」
歌
に
関
し
て
、
先
行
研
究
、
並
び
に
松
陰
の
著
作
や
松
陰
の
思
想
研
究
に
も
目

を
向
け
て
、
解
釈
試
案
を
提
示
し
た
。
一
体
、
12
番
「
吉
備
宮
」
歌
の
解
釈
が
難
解
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、

当
該
歌
が
流
布
本
か
ら
削
除
さ
れ
た
可
能
性
も
高
い
。
稿
者
の
提
示
し
た
解
釈
も
あ
く
ま
で
「
試
案
」
の
域
を
出
ず
、
別
な
解
釈
も

十
分
あ
り
得
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
こ
に
一
つ
の
疑
問
が
生
じ
て
く
る
。
流
布
本
の
他
の
歌
が
松
陰
本
の
原
歌
を
大
幅
に
添
削
修
正
し
て
掲
載
し
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
注（
２
）の
別
稿
で
論
じ
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
当
該
歌
に
関
し
て
も
、
難
解
で
あ
っ
た
の
な
ら
ば
そ
れ
な
り

の
改
変
を
施
し
て
流
布
本
に
掲
載
し
て
も
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
な
ぜ
「
削
除
」
と
い
う
形
で
の
処
理
が
な
さ
れ
た

の
か
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
稿
者
は
そ
の
回
答
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
が
、
一
つ
の
思
い
当
た
る
ふ
し
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
幕
末

に
お
い
て
長
州
藩
の
藩
校
明
倫
館
や
そ
れ
に
準
じ
る
教
育
施
設
で
行
わ
れ
て
い
た
「
釈せ

き

菜さ
い

」
と
、
そ
の
行
事
の
対
象
と
な
る
聖
廟
に

祀
ら
れ
た
聖
賢
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

村
田
清
風
の
藩
政
改
革
基
本
方
針
に
沿
っ
て
、
藩
校
明
倫
館
は
移
転
・
拡
充
と
な
り
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
二
月
に
新
明
倫

館
の
落
成
祭
が
挙
行
さ
れ
た
。
新
明
倫
館
で
は
矢
継
ぎ
早
の
改
革
が
行
わ
れ
、
そ
の
移
転
・
開
設
を
機
に
、
朱
子
学
に
よ
る
教
学
の

統
一
が
図
ら
れ
た
（
37
）。「

釈
菜
」
は
儒
学
の
先
哲
（
特
に
孔
子
）
を
祀
る
儀
式
だ
が
、
長
州
藩
で
は
孔
子
と
併
せ
て
菅
原
道
真
が
祀
ら
れ
、

春
の
釈
菜
は
藩
校
に
お
け
る
最
も
重
要
な
年
中
行
事
と
認
識
さ
れ
て
藩
主
自
ら
が
祭
主
と
な
っ
た
（
38
）。

こ
の
釈
菜
に
つ
い
て
は
、
幕
末

の
長
州
藩
で
は
、「
文
久
以
後
は
、
従
来
の
釈
菜
を
神
祭
式
に
改
め
、
聖
廟
を
孔
子
堂
と
い
ひ
、
文
宣
王
を
孔ク

子シ

の
神カ

ミ

と
唱
へ
た
。

又
毛
利
氏
の
先
祖
を
霊
社
と
唱
へ
て
祀
つ
た
こ
と
も
あ
る
。
後
、
孔
子
を
孔
宣
父
と
唱
へ
た
こ
と
も
あ
つ
た
。
元
治
元
年
夏
に
は
孔

一
八
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五
　
お
わ
り
に

以
上
、
松
陰
本
『
涙
松
集
』
の
12
番
「
吉
備
宮
」
歌
に
関
し
て
、
先
行
研
究
、
並
び
に
松
陰
の
著
作
や
松
陰
の
思
想
研
究
に
も
目

を
向
け
て
、
解
釈
試
案
を
提
示
し
た
。
一
体
、
12
番
「
吉
備
宮
」
歌
の
解
釈
が
難
解
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、

当
該
歌
が
流
布
本
か
ら
削
除
さ
れ
た
可
能
性
も
高
い
。
稿
者
の
提
示
し
た
解
釈
も
あ
く
ま
で
「
試
案
」
の
域
を
出
ず
、
別
な
解
釈
も

十
分
あ
り
得
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
こ
に
一
つ
の
疑
問
が
生
じ
て
く
る
。
流
布
本
の
他
の
歌
が
松
陰
本
の
原
歌
を
大
幅
に
添
削
修
正
し
て
掲
載
し
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
注（
２
）の
別
稿
で
論
じ
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
当
該
歌
に
関
し
て
も
、
難
解
で
あ
っ
た
の
な
ら
ば
そ
れ
な
り

の
改
変
を
施
し
て
流
布
本
に
掲
載
し
て
も
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
な
ぜ
「
削
除
」
と
い
う
形
で
の
処
理
が
な
さ
れ
た

の
か
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
稿
者
は
そ
の
回
答
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
が
、
一
つ
の
思
い
当
た
る
ふ
し
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
幕
末

に
お
い
て
長
州
藩
の
藩
校
明
倫
館
や
そ
れ
に
準
じ
る
教
育
施
設
で
行
わ
れ
て
い
た
「
釈せ

き

菜さ
い

」
と
、
そ
の
行
事
の
対
象
と
な
る
聖
廟
に

祀
ら
れ
た
聖
賢
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

村
田
清
風
の
藩
政
改
革
基
本
方
針
に
沿
っ
て
、
藩
校
明
倫
館
は
移
転
・
拡
充
と
な
り
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
二
月
に
新
明
倫

館
の
落
成
祭
が
挙
行
さ
れ
た
。
新
明
倫
館
で
は
矢
継
ぎ
早
の
改
革
が
行
わ
れ
、
そ
の
移
転
・
開
設
を
機
に
、
朱
子
学
に
よ
る
教
学
の

統
一
が
図
ら
れ
た
（
37
）。「

釈
菜
」
は
儒
学
の
先
哲
（
特
に
孔
子
）
を
祀
る
儀
式
だ
が
、
長
州
藩
で
は
孔
子
と
併
せ
て
菅
原
道
真
が
祀
ら
れ
、

春
の
釈
菜
は
藩
校
に
お
け
る
最
も
重
要
な
年
中
行
事
と
認
識
さ
れ
て
藩
主
自
ら
が
祭
主
と
な
っ
た
（
38
）。

こ
の
釈
菜
に
つ
い
て
は
、
幕
末

の
長
州
藩
で
は
、「
文
久
以
後
は
、
従
来
の
釈
菜
を
神
祭
式
に
改
め
、
聖
廟
を
孔
子
堂
と
い
ひ
、
文
宣
王
を
孔ク

子シ

の
神カ

ミ

と
唱
へ
た
。

又
毛
利
氏
の
先
祖
を
霊
社
と
唱
へ
て
祀
つ
た
こ
と
も
あ
る
。
後
、
孔
子
を
孔
宣
父
と
唱
へ
た
こ
と
も
あ
つ
た
。
元
治
元
年
夏
に
は
孔

一
八
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子
堂
の
名
を
改
め
て
学
校
祠
堂
と
い
ひ
、
菅
原
道
真
と
合
せ
祀
る
べ
き
令
を
発
し
（
39
）〈

後
略
〉」
と
、
目
ま
ぐ
る
し
く
扱
い
が
変
わ
っ
た

よ
う
だ
が
、
少
な
く
と
も
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
頃
ま
で
、
即
ち
松
陰
没
後
五
年
間
ほ
ど
は
、「
孔
子
」
は
藩
主
の
自
祭
す
る
釈
菜

で
祀
ら
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
。
流
布
本
『
涙
松
集
』
の
成
立
年
が
は
っ
き
り
し
な
い
の
で
軽
々
な
こ
と
は
慎
む
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、

も
し
か
し
て
流
布
本
か
ら
12
番
「
吉
備
宮
」
歌
が
削
除
さ
れ
た
背
景
に
は
、「
孔
子
の
み
を
と
り
（
孔
子
ば
か
り
を
尊
重
し
て
い
る
）」

と
い
う
結
句
部
分
が
、
藩
主
批
判
へ
と
解
さ
れ
か
ね
な
い
（
拡
大
解
釈
さ
れ
か
ね
な
い
）
点
を
慮
っ
た
結
果
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
吉
備
宮
」
歌
削
除
と
「
釈
菜
」
と
の
関
係
は
、
更
な
る
調
査
・
考
察
が
必
要
で
あ
ろ
う
が
、
こ
う
し
た
問
題
も
視
野
に
入
れ
な
が

ら
、
松
陰
詠
は
考
察
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

死
を
覚
悟
し
て
江
戸
に
護
送
さ
れ
て
い
く
松
陰
が
、
檻
の
中
と
い
う
極
限
状
況
で
詠
出
し
た
歌
の
真
意
を
探
る
こ
と
は
重
要
で
あ

る
。
奇
し
く
も
、
本
稿
で
は
、
最
晩
年
の
松
陰
の
思
想
や
孔
子
へ
の
理
解
と
表
裏
一
体
と
な
っ
た
解
釈
が
導
き
出
さ
れ
た
。
松
陰
の

口
授
そ
の
ま
ま
の
『
涙
松
集
』（
松
陰
本
）
所
収
歌
に
は
、
他
に
も
歌
意
の
つ
か
み
に
く
い
箇
所
や
理
論
の
飛
躍
し
て
い
る
箇
所
が
見

ら
れ
る
が
、
松
陰
の
他
の
著
述
や
思
想
的
背
景
を
参
酌
し
な
が
ら
原
歌
に
即
し
た
丁
寧
な
解
釈
を
行
う
こ
と
で
、
新
た
な
松
陰
の
歌

の
世
界
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

〔
注
〕

（
１
）	

小
野
美
典
「《
読
む
》
吉
田
松
陰
の
流
布
本
『
涙
松
集
』
を
読
む

─
作
ら
れ
て
い
く
松
陰
像

─
」〔
日
本
文
学
協
会
『
日
本
文
学
』

67
巻
12
号
、
平
成
30
年
12
月
〕

（
２
）	

小
野
美
典
「
吉
田
松
陰
の
歌
集
『
涙
松
集
』
に
つ
い
て

─
松
陰
本
か
ら
流
布
本
へ
の
改
作
と
松
陰
像
の
造
形

─
」〔
山
口
大
学
人
文

学
部
国
語
国
文
学
会
『
山
口
国
文
』
四
三
号
、
令
和
２
年
３
月
刊
行
予
定
〕

（
３
）	

現
在
、
山
口
県
萩
市
松
陰
神
社
所
蔵
。
た
だ
し
、
こ
れ
も
転
写
本
で
あ
ろ
う
（
注（
２
）の
拙
稿
参
照
）。

一
九
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（
４
）	

松
陰
本
『
涙
松
集
』
の
添
削
・
書
き
入
れ
は
、
左
記
の
全
集
（
所
謂
「
定
本
版
」）
が
唯
一
翻
刻
し
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
は
特
に
断
ら

な
い
限
り
、
松
陰
の
著
作
は
す
べ
て
こ
れ
を
用
い
る
。
な
お
、
添
削
部
分
を
波
線
（
右
傍
）
で
示
し
、
添
削
部
分
は
ル
ビ
（
振
り
仮
名
・
振

り
漢
字
）
の
形
で
表
示
し
た
。
定
本
版
が
区
別
し
て
い
る
変
体
仮
名
の
字
母
の
異
同
、
片
仮
名
・
平
仮
名
の
区
別
は
、
現
行
の
平
仮
名
で
統

一
し
た
。
便
宜
的
に
歌
番
号
を
通
し
番
号
で
付
し
た
。

山
口
県
教
育
会
編
『
吉
田
松
陰
全
集
　
第
一
巻
～
第
十
巻
』〔
岩
波
書
店
、
昭
和
９
～
11
年
〕

（
５
）	
松
陰
本
の
添
削
者
は
鈴
木
高
鞆
と
言
わ
れ
て
い
る
（
注（
２
）の
拙
稿
参
照
）。

（
６
）	

福
本
義
亮
『
訓
註
　
吉
田
松
陰
殉
国
詩
歌
集
』〔
誠
文
堂
新
光
社
、
昭
和
12
年
12
月
〕。
本
書
は
流
布
本
『
涙
松
集
』
の
注
釈
書
だ
が
、

あ
え
て
流
布
本
が
収
載
し
な
い
当
該
歌
も
取
り
上
げ
て
注
釈
・
考
察
を
施
し
て
い
る
。

（
７
）	

山
口
県
教
育
会
編
『
吉
田
松
陰
全
集
　
第
七
巻
』〔
岩
波
書
店
、
昭
和
14
年
11
月
、
三
一
四
頁
〕、
以
下
「
普
及
版
」
と
略
す
。

（
８
）	

山
口
県
教
育
会
編
『
吉
田
松
陰
全
集
　
第
六
巻
』〔
大
和
書
房
、
昭
和
48
年
10
月
〕、
以
下
「
大
衆
版
」
と
略
す
。

（
９
）	

山
中
鉄
三
「
吉
田
松
陰
の
詩
藻

─
和
歌
・
俳
句
編

─
」〔
徳
山
大
学
経
済
学
会
『
徳
山
大
学
創
立
十
周
年
記
念
論
文
集
』
昭
和
56
年

11
月
〕

（
10
）	

定
本
版
全
集
九
巻
に
「
東
送
関
係
文
書
　
安
政
六
年
」
を
立
項
し
て
一
括
し
て
所
収
。
ま
た
、
山
口
県
文
書
館
毛
利
家
文
庫
蔵
「
杉
百

合
之
助
育
吉
田
寅
次
郎
公
儀
御
吟
味
有
之
江
戸
連
出
一
件
」
が
あ
り
全
集
未
収
録
の
資
料
も
含
ま
れ
る
。
毛
利
家
文
庫
の
も
の
は
「
吉
田
松

陰
護
送
一
件
」
の
名
で
同
館
の
ウ
ェ
ブ
上
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。

（
11
）	「
江
戸
よ
り
萩
へ
松
陰
東
送
に
関
す
る
指
令
伝
達
（
安
政
六
年
四
月
廿
五
日
）」〔
定
本
版
全
集
九
巻
、
四
二
九
頁
〕

（
12
）	「
護
送
人
よ
り
萩
へ
伏
見
着
の
報
告
（
安
政
六
年
六
月
十
一
日
）」〔
定
本
版
全
集
九
巻
、
四
四
〇
頁
〕

（
13
）	

藤
井
駿
『
吉
備
津
神
社
』〔
日
本
文
教
出
版
、
昭
和
48
年
３
月
〕
参
照
。

（
14
）	『
明
治
文
学
全
集
４
　
成
島
柳
北
・
服
部
撫
松
・
栗
本
鋤
雲
集
』〔
筑
摩
書
房
、
昭
和
44
年
８
月
、
一
〇
三
頁
〕

（
15
）	

土
井
作
治
ほ
か
『
街
道
の
日
本
史
40
　
吉
備
と
山
陽
道
』〔
吉
川
弘
文
館
、
平
成
16
年
10
月
、
二
六
頁
、
土
井
執
筆
担
当
〕

（
16
）	

中
村
幸
彦
ほ
か
『
角
川
古
語
大
辞
典
　
二
巻
／
四
巻
』〔
角
川
書
店
、
昭
和
59
年
３
月
／
平
成
６
年
10
月
〕

（
17
）	『
大
漢
和
辞
典
（
修
訂
第
二
版
六
刷
）　
巻
十
』〔
大
修
館
書
店
、
平
成
13
年
10
月
〕

（
18
）	

注（
13
）の
『
吉
備
津
神
社
』
六
八
～
七
一
頁
。

（
19
）	『
備
中
誌
』
賀
陽
郡
中
〔
岡
山
県
編
集
発
行
、
明
治
37
年
４
月
、
二
八
八
～
二
九
一
頁
〕。
な
お
、
塚
本
吉
彦
に
よ
る
本
書
解
題
（
明
治

35
年
３
月
付
）
に
は
、「
著
者
未
詳
〈
中
略
〉
行
文
中
嘉
永
六
年
迄
年
代
云
云
ト
ア
ル
ニ
ヨ
リ
考
レ
ハ
当
時
ノ
編
纂
ナ
ル
コ
ト
疑
フ
ベ
カ
ラ

二
〇
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（
４
）	

松
陰
本
『
涙
松
集
』
の
添
削
・
書
き
入
れ
は
、
左
記
の
全
集
（
所
謂
「
定
本
版
」）
が
唯
一
翻
刻
し
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
は
特
に
断
ら

な
い
限
り
、
松
陰
の
著
作
は
す
べ
て
こ
れ
を
用
い
る
。
な
お
、
添
削
部
分
を
波
線
（
右
傍
）
で
示
し
、
添
削
部
分
は
ル
ビ
（
振
り
仮
名
・
振

り
漢
字
）
の
形
で
表
示
し
た
。
定
本
版
が
区
別
し
て
い
る
変
体
仮
名
の
字
母
の
異
同
、
片
仮
名
・
平
仮
名
の
区
別
は
、
現
行
の
平
仮
名
で
統

一
し
た
。
便
宜
的
に
歌
番
号
を
通
し
番
号
で
付
し
た
。

山
口
県
教
育
会
編
『
吉
田
松
陰
全
集
　
第
一
巻
～
第
十
巻
』〔
岩
波
書
店
、
昭
和
９
～
11
年
〕

（
５
）	

松
陰
本
の
添
削
者
は
鈴
木
高
鞆
と
言
わ
れ
て
い
る
（
注（
２
）の
拙
稿
参
照
）。

（
６
）	

福
本
義
亮
『
訓
註
　
吉
田
松
陰
殉
国
詩
歌
集
』〔
誠
文
堂
新
光
社
、
昭
和
12
年
12
月
〕。
本
書
は
流
布
本
『
涙
松
集
』
の
注
釈
書
だ
が
、

あ
え
て
流
布
本
が
収
載
し
な
い
当
該
歌
も
取
り
上
げ
て
注
釈
・
考
察
を
施
し
て
い
る
。

（
７
）	

山
口
県
教
育
会
編
『
吉
田
松
陰
全
集
　
第
七
巻
』〔
岩
波
書
店
、
昭
和
14
年
11
月
、
三
一
四
頁
〕、
以
下
「
普
及
版
」
と
略
す
。

（
８
）	

山
口
県
教
育
会
編
『
吉
田
松
陰
全
集
　
第
六
巻
』〔
大
和
書
房
、
昭
和
48
年
10
月
〕、
以
下
「
大
衆
版
」
と
略
す
。

（
９
）	

山
中
鉄
三
「
吉
田
松
陰
の
詩
藻

─
和
歌
・
俳
句
編

─
」〔
徳
山
大
学
経
済
学
会
『
徳
山
大
学
創
立
十
周
年
記
念
論
文
集
』
昭
和
56
年

11
月
〕

（
10
）	

定
本
版
全
集
九
巻
に
「
東
送
関
係
文
書
　
安
政
六
年
」
を
立
項
し
て
一
括
し
て
所
収
。
ま
た
、
山
口
県
文
書
館
毛
利
家
文
庫
蔵
「
杉
百

合
之
助
育
吉
田
寅
次
郎
公
儀
御
吟
味
有
之
江
戸
連
出
一
件
」
が
あ
り
全
集
未
収
録
の
資
料
も
含
ま
れ
る
。
毛
利
家
文
庫
の
も
の
は
「
吉
田
松

陰
護
送
一
件
」
の
名
で
同
館
の
ウ
ェ
ブ
上
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。

（
11
）	「
江
戸
よ
り
萩
へ
松
陰
東
送
に
関
す
る
指
令
伝
達
（
安
政
六
年
四
月
廿
五
日
）」〔
定
本
版
全
集
九
巻
、
四
二
九
頁
〕

（
12
）	「
護
送
人
よ
り
萩
へ
伏
見
着
の
報
告
（
安
政
六
年
六
月
十
一
日
）」〔
定
本
版
全
集
九
巻
、
四
四
〇
頁
〕

（
13
）	

藤
井
駿
『
吉
備
津
神
社
』〔
日
本
文
教
出
版
、
昭
和
48
年
３
月
〕
参
照
。

（
14
）	『
明
治
文
学
全
集
４
　
成
島
柳
北
・
服
部
撫
松
・
栗
本
鋤
雲
集
』〔
筑
摩
書
房
、
昭
和
44
年
８
月
、
一
〇
三
頁
〕

（
15
）	

土
井
作
治
ほ
か
『
街
道
の
日
本
史
40
　
吉
備
と
山
陽
道
』〔
吉
川
弘
文
館
、
平
成
16
年
10
月
、
二
六
頁
、
土
井
執
筆
担
当
〕

（
16
）	

中
村
幸
彦
ほ
か
『
角
川
古
語
大
辞
典
　
二
巻
／
四
巻
』〔
角
川
書
店
、
昭
和
59
年
３
月
／
平
成
６
年
10
月
〕

（
17
）	『
大
漢
和
辞
典
（
修
訂
第
二
版
六
刷
）　
巻
十
』〔
大
修
館
書
店
、
平
成
13
年
10
月
〕

（
18
）	

注（
13
）の
『
吉
備
津
神
社
』
六
八
～
七
一
頁
。

（
19
）	『
備
中
誌
』
賀
陽
郡
中
〔
岡
山
県
編
集
発
行
、
明
治
37
年
４
月
、
二
八
八
～
二
九
一
頁
〕。
な
お
、
塚
本
吉
彦
に
よ
る
本
書
解
題
（
明
治

35
年
３
月
付
）
に
は
、「
著
者
未
詳
〈
中
略
〉
行
文
中
嘉
永
六
年
迄
年
代
云
云
ト
ア
ル
ニ
ヨ
リ
考
レ
ハ
当
時
ノ
編
纂
ナ
ル
コ
ト
疑
フ
ベ
カ
ラ

二
〇
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ズ
」
と
あ
る
。

（
20
）	

温
羅
伝
説
に
つ
い
て
は
、
中
山
薫
『
温
羅
伝
説

─
史
料
を
読
み
解
く

─
』〔
日
本
文
教
出
版
、
平
成
25
年
６
月
〕
も
参
照
。

（
21
）	

16
番
歌
（
詞
書
欠
）
で
は
天
皇
を
詠
む
が
、
天
皇
に
対
し
て
は
「
公
」
の
字
を
使
っ
て
い
る
。
振
り
仮
名
は
な
い
が
「
き
み
」
と
読
む

と
思
わ
れ
る
。

（
22
）	
宮
田
俊
彦
『（
人
物
叢
書
新
装
版
）
吉
備
真
備
』〔
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
63
年
９
月
、
一
頁
〕

（
23
）	

徳
川
家
蔵
版
『
大
日
本
史
』
第
十
四
冊
巻
百
二
十
三
列
伝
〔
明
治
33
年
吉
川
半
七
刊
の
和
装
本
〕

（
24
）	『
大
日
本
史
』
本
文
は
「
吉
備
彦
命
」
だ
が
、
上
代
語
の
格
助
詞
「
つ
」
を
補
っ
て
「
吉き

備び
つ

彦ひ
こ
の

命み
こ
と

」
と
読
み
う
る
。
川
崎
紫
山
の
『
譯

註
大
日
本
史
　
四
列
伝
』〔
彰
考
舎
、
昭
和
14
年
５
月
、
一
九
〇
頁
〕
は
「
き
び
つ
ひ
こ
」
と
振
り
仮
名
を
付
す
。
こ
れ
と
関
連
し
て
、
12
番

歌
の
詞
書
「
吉
備
宮
」
は
、
も
し
か
し
た
ら
「
き
び
つ
み
や
」
と
読
む
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
25
）	『
古
事
記
伝
二
十
一
之
巻
』
の
「
黒
田
宮
巻
」（
孝
霊
天
皇
）〔『
本
居
宣
長
全
集
　
第
十
巻
』
筑
摩
書
房
、
昭
和
43
年
11
月
、
四
九
四
～

四
九
六
頁
〕

（
26
）	

定
本
版
全
集
七
巻
の
三
三
五
～
三
七
八
頁
。

（
27
）	

注（
２
）の
拙
稿
参
照
。

（
28
）	

宮
内
庁
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
書
陵
部
所
蔵
資
料
　
画
像
公
開
シ
ス
テ
ム
」
掲
載
の
画
像
を
使
用
。

（
29
）	

桐
原
健
真
『
吉
田
松
陰
の
思
想
と
行
動

─
幕
末
日
本
に
お
け
る
自
他
認
識
の
転
回

─
』〔
東
北
大
学
出
版
会
、
平
成
21
年
６
月
〕

桐
原
健
真
『
松
陰
の
本
棚

─
幕
末
志
士
た
ち
の
読
書
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

─
』〔
吉
川
弘
文
館
、
平
成
28
年
11
月
〕

（
30
）	

注（
29
）の
『
吉
田
松
陰
の
思
想
と
行
動
』
一
五
九
頁
。

（
31
）	

注（
29
）の
『
吉
田
松
陰
の
本
棚
』
一
〇
一
頁
。

（
32
）	

本
山
幸
彦
『
吉
田
松
陰
の
思
想

─
尊
王
攘
夷
へ
の
思
想
的
道
程
』〔
不
二
出
版
、
平
成
22
年
４
月
、
一
一
一
頁
〕

（
33
）	

注（
32
）の
『
吉
田
松
陰
の
思
想
』
二
〇
～
二
一
頁
。

（
34
）	

定
本
版
全
集
四
巻
の
四
七
八
頁
。
な
お
、
括
弧
内
の
書
き
下
し
文
は
稿
者
に
依
る
。

（
35
）	

高
橋
文
博
『
人
と
思
想
144
　
吉
田
松
陰
』〔
清
水
書
院
、
平
成
27
年
９
月
、
九
二
～
九
四
頁
〕

（
36
）	

松
野
敏
之
「
吉
田
松
陰
の
孔
子
観
」〔『
国
士
舘
大
学
漢
学
紀
要
』
第
十
九
号
、
平
成
29
年
３
月
〕

（
37
）	

明
倫
館
の
移
転
・
拡
充
と
新
明
倫
館
の
教
学
に
関
し
て
は
左
記
を
参
照
。

萩
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
萩
市
史
　
第
一
巻
』〔
萩
市
発
行
、
昭
和
58
年
６
月
、
八
五
三
～
八
六
三
頁
〕

二
一
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小
川
國
治
・
小
川
亜
弥
子
『
山
口
県
の
教
育
史
』〔
思
文
閣
出
版
、
平
成
12
年
12
月
、
六
二
～
八
三
、一
一
六
～
一
一
九
頁
〕

（
38
）	

長
州
藩
の
「
釈
菜
」
に
関
し
て
は
左
記
に
詳
し
い
。

『
山
口
県
教
育
史
　
上
巻
』〔
山
口
県
教
育
会
編
集
発
行
、
大
正
14
年
３
月
、
二
八
三
～
二
九
八
頁
〕

（
39
）	

注（
38
）の
『
山
口
県
教
育
史
　
上
巻
』
二
九
七
頁
。
な
お
、「
孔ク

子シ

の
神カ

ミ

」
の
振
り
仮
名
は
原
典
の
マ
マ
で
あ
り
、
幕
末
の
長
州
藩
で
は

「
孔
子
（
ク
シ
）」
は
ご
く
普
通
に
理
解
可
能
な
語
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

二
二


